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元帥王子との新婚生活は、壊れるくらい愛されて
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プロローグ









　アップルパイが焼ける甘く香ばしい香りが家中を幸せに満たしていた。

　大好きなきつね色のお菓子の登場を今か今かと待っていたエレノアは、桃色のフリルがたっぷりあしらわれたドレスに身を包んで、ダイニングの椅子に腰かけ足をぶらぶら揺らしていた。

「エレノア。そろそろお茶にしましょう。クライブを呼んできてくれる？」

　伯爵夫人でありながら料理が好きだというエレノアの母は、腕まくりをしてメイドたちと一緒になり、厨房から忙しそうに声をかけてきた。

「はぁい」

　好物を作ってくれている母にいやだと言うわけにはいかない。エレノアはぴょんと跳ねるように床に足を着くと二階へ向かった。歩くたびに、背中まで伸びている金の巻き髪がふわふわと揺れる。真っ直ぐ階段を見上げる彼女の瞳は、アクアマリンの輝きを連想させる透き通った青色をしていた。

「苦手なんだけどな……」

　階段の手すりを掴みながらエレノアは小さな声でぼやく。

　クライブは九歳のエレノアよりも六つも年齢が上に離れている。彼が家にやってきたのはつい一週間前のことだった。「体が弱いのでしばらく田舎で養生させてほしい」という父の知人からの依頼らしく、カームという世話係の年配の男性を一人だけ連れて、アバディン家で一緒に過ごすことになった。

　背が高く、長い手足がほっそりとして見えたのは、体が弱いという先入観があったからかもしれない。口数も少なく、いつも何か考え込んでいて、ほとんど部屋に閉じこもったままだった。だから名前以外のことはほとんど知らない。

　食事はダイニングで一緒に摂りながらも、両親も気を遣っているのか、あまり彼に声をかけようとしない。

　クライブが使っている部屋の扉をノックしながらエレノアは口を開いた。

「クライブ。一緒にお茶はいかが？」

　ややあって扉が開いたので、姿を見せた彼を見上げる。くせ毛のエレノアには羨ましいくらい真っ直ぐな黒髪が涼やかな目元を隠している。来た初日には気づかなかったのだが、その瞳は深い紫色をしていた。冷たい印象を受けるのは口数が少ないだけでなく、人形のように整った造形と笑わない口元にあるのだろう。

「なんだ、おちびか」

　ぼそっと呟いた彼に向かって、エレノアは頬を丸く膨らませる。

「おちびじゃありません、エレノア、よ！　それにもう九歳なんだから立派なレディよ」

　ピンと人差し指を立てて得意げに片目を瞑ってみせると、ぽんぽんと頭の上を軽く撫でられる。

「好き嫌いばかりじゃ背は伸びないだろうな」

　黙って食事をしているだけだと思っていたのに、野菜を皿の端によけたり、魚料理を嫌ったりして食が進まないのを目ざとく気づいていたのだと知ってエレノアは顔を赤くする。

「よ、余計なお世話っ。それより、お母様の言葉は伝えたからね！」

　痛いところを突かれたエレノアはクライブの手を跳ねのけると、踵を返してダイニングに駆け戻った。

「あら、クライブは？」

　テーブルの上で大きなアップルパイを切り分けている母が笑いかけてくる。

「知らない」

　唇を尖らせて答えたエレノアは先ほどの椅子に腰かける。

「ねえ、お母様」

「なぁに？」

「今夜からサラダ大盛りにしてちょうだい」

「まあ」

　驚いて瞳を大きく見開いた母が口元を手で覆った。

（おちびなんて、言わせないんだから！）

　一人娘のエレノアの周りにはいつも大人しかいなかったから、からかわれること自体が初めてで、それはとてもくやしい出来事だった。少々大げさに言えば、人生で初めての屈辱だった。




　穏やかな春の気候の中、クライブがアバディン家に来てから二週間が経った。体が弱いと父から聞かされていたが、部屋に閉じこもっていたのは最初の一週間だけで、それ以降は天気が続く限りカームと庭で剣を交えることもあった。

　何も知らないエレノアには、それも治療の一環なのだろうと二人のやりとりをぼんやりと見ながら思っていた。

　年配ながらカームの身のこなしは素早く柔軟で、クライブの剣は敵わないことが多かった。それでも、何度剣を取り落としても彼はカームに挑んでいった。その目つきは鋭く、何かに怒っているようにも見えて、少し怖いくらいだった。

「女の子がお姫様に憧れるみたいに、男の子は騎士に憧れるものなの？」

　なぜそこまで必死になれるのか、鍛錬を終えて家の中に引き上げるクライブに疑問をぶつける。

「おちびには関係ない。ほっといてくれ」

　おちびじゃない。頭にくるが、もう何度も否定するのが面倒になって、彼女はぐっと言葉を飲み込む。

「ほっといたら、元気になる？」

「どういう意味だ？」

「元気になるためにここに来たんでしょう？　でも、クライブったら、ちっとも楽しそうじゃないから」

　汗で額に張りついた前髪をかき上げ、クライブは少しだけ遠くを見つめるような視線をエレノアに向けた。心の中まで見透かしてしまいそうな曇りのない瞳に、どきりとする。

「戦争さえ起きなければ、な」

　そう言って背を向けたクライブはそれ以上の言葉をかけられるのを拒絶しているようだった。

「戦争……」

　エレノアが知る限り、戦争とはウォルテア国の北端のロッテバルグ地方のことだろう。町に遊びに行った時に人々が噂しているところを聞いたことがある。国の一番南に位置するこの町でも話題になるくらいだ。国中がその行く末を見守っていることだろう。




「ねえ、お母様。戦争っていつ終わるの？」

　明かりをしぼったうす暗い部屋でベッドに横になっていたエレノアは、そばの椅子に座っている母に尋ねた。母は読みかけの絵本から顔を上げて優しく微笑んだ。

「どうしたの、急に。こわがらなくて大丈夫よ。国王陛下が鎮めてくださるわ。あなたは何も心配しなくてもいいの」

　ぽんぽんとゆっくりお腹をさすられると、少しずつ眠気がやってくる。母の手は魔法の手だとエレノアはいつも思う。温かくて、優しくてホッとする。

「早く終われば……いいな……」

　何かあるとすぐに子ども扱いしてくるクライブには腹が立つが、彼の笑顔が見られないのは寂しかった。もしかしたら故郷が北の方にあるのかもしれないし、クライブの父親が国軍の一員として一線で戦っていて、それで戦争が終わるまでクライブだけゆっくり体を治すためにここへ来たのかも、などとエレノアは想像しながら夢の中に落ちていった。




　日によって強い日差しが降り注ぐようになり、エレノアは絵本を片手に木陰のベンチに腰かけてクライブの剣の鍛錬をちらちらと眺めていた。剣を握っているからなのか、クライブは十五の少年には見えないくらい大人びている。少し背が伸びたようにも感じられる。大人に負けない気迫でカームに迫り、その太刀筋はエレノアでもわかるほど日々上達していた。

　相変わらず愛想はないけれど、落ち着いた雰囲気に、いつしか絵本の中の王子様と重ねるようになっていた。

「今日は負けなかったね。はい、これ」

　ベンチに絵本を置いたまま立ち上がったエレノアは、剣の鍛錬を終えたクライブの下へ駆け寄ると、片手を開いた。

「これは？」

「四つ葉のクローバーよ。お花を摘んでいたらたまたま見つけたから」

　たまたまというのは嘘だった。頑張っているクライブのために何かしてあげたくて、自分に何ができるか懸命に考えた結果がこれだった。彼が笑顔になるように心から祈るしかない。それを形にしたのが幸運のお守りとしての四つ葉のクローバー探しだった。

「たまたま、ね」

　じっと掌を見つめるクライブにならって自分の手に視線を注ぐと、爪の間まで泥が入り込み、掌も土と緑の葉の色が移ってなんとも奇妙な色になっていた。夢中で探していたので気がつかなかったのだ。

「や、やっぱり、あげな――」

　引っ込めようとしたが、クライブにクローバーを取り上げられてしまった。

「ありがとう、エレノア」

　微かにだが、口の端が上がったように見えた。それに、信じられない。

（今、エレノアって言った――）

　目を丸くしていると、彼は涼しい顔をして家の中に戻っていってしまった。

　ちくり。胸に何かが刺さったような気がして彼女は左胸に手を当てる。ほんのわずかな痛み、でも不快な痛みではない。

　エレノアは毎回花を摘むふりをしながら四つ葉のクローバーを探し、クライブにプレゼントした。彼は笑顔にならなくても表情を和らげてくれる。

「今日はクローバーがなかったから」

　毎日探していれば見つからない時もある。エレノアは精一杯編んで作ったクローバーの花冠を手にして、クライブの頭に乗せようと腕を伸ばした。しかしながら彼の頭上には届かない。

　また、おちびとからかわれるのではないかと鼻の奥がつんと熱くなった時、クライブがエレノアの前に片膝をついた。

「お姫様から冠をいただけるなんて光栄の極みです」

　演技がかったセリフ回しで自分の胸に手を当てたクライブが顔を上げて柔らかく笑む。

「クライブはいつも頑張っているので、その功績を称えます」

　えへんと胸を張ったエレノアはそっと手を伸ばし、静かにクライブの頭の上に花冠を乗せた。濡羽色の髪に純白と瑞々しい緑がよく映えた。

「とてもよく似合っているわ。本当に王子様みたい」

「……それは、最高の褒め言葉だな」

　くすっと笑ったクライブはエレノアの手を取った。また胸がドキドキと速くなる。

「わ、笑ってくれた」

　声が上ずる。こんなことは今まで一度もなかったのに。真っ直ぐクライブを見つめているだけで体温がぐんぐん上がっていく気がする。

「エレノア。そのままでいてくれ」

　立ち上がりながら、クライブの口づけがふわりと金の髪に落とされた。さらに軽く頭を撫でられ、エレノアはお腹をすかせた魚みたいに口をパクパクさせた。林檎のように頬が真っ赤になって、瞳がうろうろと空をさまよう。

「背筋はもう少し伸ばした方がいいけどな。おちびの姫はちょっと……」

　今度はふふっと笑い含みに言って、クライブは家の中に入っていく。

「お、おちびじゃないもん」

　小さく呟いたエレノアはぎゅっとドレスの裾を掴んで、クライブの後ろ姿が消えるまで庭に立ち尽くしていた。体が熱くて、胸が苦しくて、どうしたらいいかわからない。

「クライブ……」

　その名前を口にしただけで、エレノアは胸がドキドキと高鳴るのを感じた。




　夏の気配が近づいてきた頃、エレノアは夢の中で馬車に乗っていた。これから王子様の待つ城に向かうところだった。しかし馬車はまったく城に近づく気配がない。いつまで経っても深い霧の中を抜けることができないのだ。焦って大きな声を上げたところで、ハッと目が覚めた。夢だと気づいてからも、速まった鼓動が治まるのに時間がかかった。

　まだ外はうす暗く、夜明け前のようだった。眠ろうと深呼吸して目を閉じた時、部屋の前の廊下を誰かが通り過ぎていく足音が聞こえた。それは一人のものではない。

　反射的にベッドから跳ね起きたエレノアは、部屋の扉を思い切り開けて廊下に飛び出した。驚いた様子で振り返ったのは、クライブとカームだった。二人は寝衣ではなく、きちんとした服に着替えている。

「先に行っていてくれ」

　クライブが低い声でカームに伝えると、彼は頭を下げて階段を下りていった。それからクライブが足早にこちらに近づいてくる。

「エレノア。起こして悪かった」

「それはいいの。だけど……」

　胸がドキドキしている。それは夢から目覚めた時とは違うものだった。

「こんな時間にどこに行くの？」

「急だけど、帰らなければならなくなった」

　本当に突然のことだ。しかもまだ夜も明けていない時間帯に発たなければならないとは、どれほどのことだろう。

「体は大丈夫なの？」

「エレノアのおかげで元気になったよ」

　ぽんぽんと優しく頭を撫でられる。その大きな手が離れると、ぎゅっと胸が痛くなった。喉の奥が苦しくなって目頭が熱くなる。

「ひどいわ。わたしに何も言わないで行くつもりだったなんて……」

　ぐすんと鼻をすすり上げると、クライブが膝を折って、エレノアの手を取った。

「悪かった。代わりにお願い事を一つ聞いてあげるよ」

　穏やかで静かな声をかけられると、自分が本当に子ども扱いされているのだと感じて、くやしくなる。自分ではレディだと思っていても、クライブから見ればただの絵本好きな幼い女の子なのだ。

「じゃあ、また会えるって約束して。クライブは……わたしの王子様なんだから」

　こんな不機嫌な顔で言われたらクライブも嫌だろうなと思ったが、黙って出ていく彼がどうしても許せなくてエレノアは頬を膨らませた。

「エレノア姫。王子は必ずあなたと再会することを誓います」

　手の甲にちゅっと口づけられて、思わず「はわわ……」と変な声が出てしまう。

「それじゃあ。カームを待たせているから見送りはここでいい」

「クライブ……。元気でね」

「ああ。エレノアも」

　ふいに体を抱きしめられて、きゃっと小さく悲鳴を上げた。細くて長いだけだと思っていた彼の腕は、鍛錬の効果なのかエレノアが気づかなかっただけなのか、力強く逞しかった。




　朝になって、エレノアはクライブの部屋をおそるおそる覗いてみたが、人の気配はなく、昨夜のことが夢でなかったことに胸をぎゅっと押さえる。ダイニングへ入ると両親はすでに着席していた。

「おはよう。お父様、お母様。ねえ、クライブが――」

「エレノア。まず座ろうか」

　父のレオナードに言われて、エレノアは自分の椅子に腰かける。

「実は、クライブが家の事情で帰ることが決まってね。夜中じゃなければエレノアにも知らせたんだが」

　そう話すレオナードの表情は優れないものの、エレノアがクライブと廊下で会話を交わしたことには、両親は気づいていないようだ。エレノアも教えるつもりはなかった。二人だけの秘密にしておきたかったのだ。

「それじゃ、仕方ないわね」

　とりあえず残念そうなふりをしておく。

「それと、北で続いていた戦争が近いうちに終わるだろうと、クライブたちを迎えに来た使者の方に教えてもらったよ」

「まあ、本当に？」

　エレノアは目を輝かせた。

（ようやく戦争が終わって、みんなが安心して暮らせるね）

　エレノアは、朝食を済ませると、庭のベンチに腰かけて誰もいない芝の上をぼんやりと見つめていた。

　生ぬるい風が季節の移り変わりを知らせていた。

　やがて庭木が黄金色に染まり、芝が真っ白な雪で覆われ、次の春がやってきて、エレノアは一つ歳を取った。

　また会えると約束してくれたクライブからは、手紙の一つさえ来ない。それでも、幾度とめぐる季節の中で、彼との再会を夢見ながらエレノアは歳を重ねていった。
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　漆黒の空一面に宝石のような光の粒が数多に散りばめられ、ちかちかと煌めいている。耳をすませば歌声が聞こえてきそうな気がして、エレノアは馬車の窓からうっとりと夜空を見上げたが、目線を前に戻すと胸元に手を添えてため息を漏らした。

　さきほど堅牢な跳ね橋を越えたにもかかわらず、馬車はまだ薔薇の生垣に沿った道を走っているようだ。

「エレノア。気分でも悪いのかい？」

「違うの、お父様。だんだんドキドキしてきちゃった。まだお城には着かないのかしら」

　もう一度ため息をつくと、エレノアの父、レオナードは苦笑いを浮かべた。

「ラザフォード王家のヴェルトラウム城だ。父さんも年に一度は来ているけど、お城の中も敷地も、とても広いんだ」

「迷子になる前に……帰りましょうね」

　大勢の人々が集まっているところに行くのは、生まれて初めてのことだ。期待よりも不安の方が大きい。

　エレノアは自分の着ているドレスを見下ろした。ため息をつく原因はこれにもある。はっきり言って窮屈なのだ。昼食さえもまともに喉を通らなかった。

　すべらかな肌触りをしている極上の生地でできたライラック色のドレスは、胸の部分が大きく開いた大胆なデザインをしている。胸元から腰の辺りにかけて水色や桃色の花の飾りがいくつも縫いつけられていて、裾に向かって広がるチュールレースは見る者に上品な印象を与えるだろう。

　スカートの中にはボリュームのあるパニエをはかされ、エレノアは馬車の座席についてもお尻がそわそわと落ち着かなかった。腰の辺りで結ばれている桃色のリボンが解けていないか後ろを振り返って確認するのは何度目になるだろうか。

　蜂蜜色の髪は編みこんで一つに結い上げられ、胸元と揃いの花飾りで留められている。

　子どもの頃からドレスは着ていたが、これほど見事なものは初めてだった。コルセットも背中で結ぶタイプで、着替えも手伝ってもらわねばならなかった。

　エレノアの家がある南部地方から、王都中央にあるヴェルトラウム城に着くまでに三度も町に宿泊した。今朝、最後の宿を出る前に、こちらのドレスを着るようにレオナードから渡されたのだ。十九歳になったエレノアの社交界デビューの贈り物として、父と母からだと。

　だいたいにして、この歳での社交界デビューは遅い方である。あまりに豪華なドレスはかえって気合いが入りすぎて恥ずかしい気もしたが、両親の好意を無下にはできなかった。

　むしろ、他の貴族との交流の機会や見合い話をずっと断り続けてきたエレノアが、今回ためらいながらも晩餐会への出席を了承した時の、安堵した二人の顔を忘れられない。

　一人で着替えられないと困り顔を見せると、父は心配ないと言って女性二人を連れてきた。城からの使いだと言った二人は、エレノアたちが来るのを知っていて待機していたようだった。

　さすがに王家の晩餐会ともなると来賓へのもてなしも万端なのだと、エレノアは軽く感動を覚えた。

「何を言っているんだ。自慢のかわいい一人娘をみんなに紹介するまで父さんは帰らないぞ」

　親バカなんだから、とエレノアはくすっと笑って肩をすくめる。

　今まで一人娘だからこそ、多少のわがままも許してもらえたと思っている。見合い話を断り続けるエレノアにその理由を深く追及しようとはしなかったし、仕事を持たない代わりに、アバディン家が管理する農家が作業で忙しい時には、その家の小さな子どもたちの遊び相手になって、帰宅する頃には服がすっかり砂だらけになっていたとしても、叱責したりしなかった。

　そんな舞踏会にもサロンにも出たことのないエレノアが、今回初めて公の場に出席する意思を示したのにはわけがある。

（クライブに会えるかしら……）

　十年前、ウォルテアと北に隣接するグラキエス国の間で起こった戦争が終わった。しかしそれはウォルテアの領地の一部をグラキエスに差し出すという不本意な終わり方だった。奇襲を受けたウォルテア軍が苦戦を強いられ、王であるヨルン三世が自ら指揮を執りに出向いたのだが、右腕に大けがを受けてしまったのだった。それでも戦い続けようとする王に対し、部下から直訴もあり、これ以上国民の生活を脅かすわけにはいかないと、実質降伏したようなものだった。

　当時幼かったエレノアは戦争が終わったと喜んでいたが、両親や町の人々は自国が負けたと複雑な思いだったのだろう。そしていつまたグラキエスが侵攻してくるかもしれないという漠然とした不安が、深い霧のように国中を覆っていたらしい。

　それを払拭したのが、ヨルン三世の唯一の息子だった。彼は今年、絶対的存在感で部下の信頼を得て、二十五歳という若さで元帥の地位を獲得し、集めた英知と精鋭軍を駆使して、十年前に侵略された領地をすべて奪還することに成功した。

　王太子の名前は――

「クライブ・リー・アデル・ラザフォード……」

　偶然にも幼い頃に恋心を抱いていた少年と同じファーストネームを持つ彼に、エレノアは勝手に親近感を抱いていた。

　今回は戦争の勝利を祝う大掛かりなものだと父から聞いている。おそらく国中の貴族たちが招待されているだろうと。それならば、エレノアが再会を待ち望んでいるクライブも来ているかもしれない。そう思って晩餐会への出席を了承したのだ。

（お父様は人様のプライベートに踏み込んではいけないとクライブの家柄や住んでいる場所も教えてくれなかったけれど、身なりや仕草はスマートで、小さい頃から慣れた動作だったと思う。だからどこかの貴族である可能性は十分に高いわ）

　問題は大きくなったクライブを探せるかどうか、あるいは、向こうが自分を覚えていてくれるかどうか、だ。

　それが一番心配だった。また会えると約束はしたものの、あれきり何の連絡もなかったのだから、彼のことは忘れるべきだと自分に言い聞かせた時もある。

　小さなため息をついた時、ようやく馬車が停まった。

「お足元にお気をつけくださいませ」

　扉を開けてくれた御者に言われなくても、ただでさえシュークリームのように盛り上がったドレスで足元が見えないのだから、慎重に下りるしかなかった。

「やっぱりこのドレス派手じゃない？」

「そんなことはないよ。とても素敵だ」

　もちろん選んだ本人は良いと思って作らせたのだろうから、聞くだけ無駄だったとエレノアは苦笑した。

　父と並んで招待状を見せると、受付にいた男性はにこりと笑顔になった。

「レオナード・アバディン伯爵様とエレノア様ですね。お待ちしておりました。どうぞ中へ」

　大きく開かれた扉の向こうは、大聖堂のように天井が高く、柱の一つ一つに細やかなレリーフがほどこされ、壁から天井へ繋がっている。そしてその一面に描かれた荘厳な天井画は鮮やかな色彩で圧巻だ。

　足を踏み出せば、鏡のように磨き上げられた大理石の床が、どこまでも続いている。まるでホールのような広さの通路は、長く伸び、複雑に分かれていた。すれ違う人々を見て、エレノアは自分のドレスがまったく派手なものには見えなくなった。

　大きく盛った髪や目立つ羽根飾りを頭につけている女性、これでもかというほどフリルでボリュームを出しているドレス、そうかと思えば、大胆に体の線が出ているタイトなドレスを着ている女性。身に着けている装飾品が無数のシャンデリアの明かりで眩しい輝きを放っているし、すれ違うたびに花のような甘い香りがしたり、深く神秘的なエキゾチックな香りがしたりして、エレノアはその場にいるだけで酔いそうになってしまった。

　夜とは思えないほどの賑わいぶりだ。

「さすが王家の晩餐会ともなると規模が違うね」

　華やかな雰囲気に圧倒されて尻込みかけたエレノアに、父はおどけたように片目を瞑ってみせた。

「お、お父様はいつも来ているんでしょう？」

「領地の治安や作物の管理について報告しに来ていただけだよ。こんな豪華な晩餐会はあまりないね」

　エレノアは途端に不安になった。

「大丈夫だよ。普通にしていればいい」

　顔色が曇ったのを見て、レオナードが軽く頭を撫でてくれる。

「そうかしら……」

　少し落ち着いたエレノアは、ひときわ広いホールへ足を踏み入れた。そこはシャンデリアの明かりだけではなく燭台が並べられていて、昼のように明るかった。むせかえるような香水の空間に思わず顔をしかめたくなるが、普通にしていなければと頑張って平気を装う。

（笑顔がひきつりそう……）

　なんとか口角を上げつつ、なるべく深く息を吸わないように努力した。

　気をそらそうとホールを見渡せば、たくさんのテーブルに白いクロスがかけられ、贅を尽くした料理の数々が並んでいた。

　せっかくの料理なのに、ドレスが窮屈で喉を通らない。それ以上に、エレノアはここへ来た目的を果たそうと懸命に周囲に視線を走らせていた。

　見事な仕立ての礼服に身を包んだ男性たち。年齢は様々だ。クライブの面影を思い出しながら、一人ひとり照らし合わせていく。

　髪色は黒だから、それ以外は論外。瞳の色は近づかなければわからない。肌は白くて、体の線は細かったように思う。

（……だめだわ。人が多すぎるし、広すぎて見つけられない）

　もっと奥の方へ行った方がいいかもしれない。

「エレノア？」

「お父様。ちょっと探したい人がいるの。相手も私を探してるかもしれないから」

「そういう時は下手に動き回らない方がいいよ」

「でも、こんなチャンスめったにないのよ。見つからなかったら、すぐに戻るわ」

　ホールの中だけなら迷子になることもないだろうと、エレノアは移動し始めた。すると、もう居ても立ってもいられなくなって自然と足が速くなる。

（違う。この人でもない。黒髪、黒髪……。ううん、こんなに太ってない、はず）

　きょろきょろと視線をさまよわせながら歩いていると、突然ホールにラッパの音が鳴り響いた。人々が動きを止めたせいでエレノアは勢いよく前にいた男性にぶつかってしまった。

「す、すみません……」

「大丈夫かい、お嬢さん。陛下がお見えになるからじっとしていた方がいい」

　静かな声で諭され、エレノアは恥ずかしくなって顔を伏せた。

（私ったら、つい夢中になって……）

　父の所へ戻ろうにも、みんなが動きを止めて同じ方向を向いているので一人だけうろうろするわけにもいかず、仕方なくその場で全員が視線を送る先を見た。

　ラッパの演奏に合わせて、ホールに突き出た二階のバルコニーから壮年の男性と美しい女性が姿を見せた。その途端にホールは割れんばかりの拍手で包まれ、エレノアも手を合わせながら耳を塞ぎたくなった。

　誰に聞かなくても、この二人がヨルン三世――ラザフォードとその妃メアリーだということはエレノアにもわかった。

　最高位を表す黒の正装は、第一線を退いたとはいえ軍服をもとに仕立て上げられたデザインで、漆黒のベルベット調の軍帽をかぶり、金糸が織り込まれた肩章が威厳を放っている。真っ白な毛皮をふんだんに使用したマントの内は深紅で、床を引きずるほど長い。

　隣に立つメアリーは雪のように色が白く、柔らかな琥珀色の髪は上品に結い上げられて、小ぶりなティアラがきらきらと輝いていた。こちらは落ち着いたベージュのドレスに白のケープを身に着けている。

　拍手はずっと続いていたが、ラザフォードが手をかざすと、すぅっと波が引くように収まったので、エレノアはびっくりした。

「皆の者、よく集まってくれた。硬くなる必要はない。今夜は祝いだ。遅くまで存分に楽しんでいってくれ」

　深くよく通る声が耳に残る。なんだか懐かしい気にさせる不思議な声色だった。

「皆も知っているように、十年ぶりに我がウォルテア国の領地を奪い返すことに成功した」

　ラザフォードがそう言うと、再び窓ガラスを震わすほどの歓声と拍手が沸き起こる。耳がおかしくなるのではないかとエレノアは縮み上がった。

　しかし、それ以上に突き抜けた歓声が上がったのは次の瞬間だった。

「もちろん、それを実現したのは我が息子であり、国軍元帥でもあるクライブの功績である」

　二人の後ろから、一人の青年が姿を見せた時、歓声が悲鳴に変わった。その悲鳴のほとんどは女性のものだ。

　ラザフォードと同じように黒の軍帽をかぶり、暗黒色の正装で固めている。王と少し違うのは、左肩のみに紅のマントを留めていたことだ。これは王太子である証で、王位を継ぐ戴冠式で初めて王のマントも受け継ぐことになっている。長さだけは王と同じく床まで着いているようだった。手足が長いせいか、すらりと長身に見える。実際ラザフォードよりも頭身が高い。

　女性が悲鳴を上げたのは恐怖からではなく、その容姿にあった。悠然としたスタイルは言うまでもなく、軍人とは思えないほどの麗しい面立ちに若い女性はもちろん既婚である女性の心までも一瞬で虜にしてしまった。

（あの方が、クライブ王太子……）

　悲鳴こそ上げなかったが、エレノアの胸の中には嵐を予感させるようなただならない風が吹き始めていた。

　帽子から見えている髪は黒、落ち着き払った様子でホールを見下ろしている瞳は雨に濡れたアイリスのように艶やかな紫色。凛々しいアーチを描いている眉、引き結んだ唇。王太子は、子どもの頃から想像していたクライブが大きくなったらこんな感じだろうというエレノアの理想そのもので、動揺を隠せなかった。

（まさか、本当に本人？　名前は同じだけど、クライブは体が弱かったはず。戦争の第一線で、しかも元帥なんて……なれるはずがない。けど）

　眩暈がした。もし、仮にあの時の少年が目の前の王太子と同じ人物であるなら、連絡がなかったのもうなずける。王太子が田舎の伯爵令嬢の言うことなどいちいち覚えているわけがないのだ。しかも倍近く年の離れた小さな女の子の相手など、仕方なくしていただけなのだ。

「ウォルテアは二度と他国の侵入を許さない。私がいる限り、クライブがいる限り、皆がいる限り！」

　ラザフォードがそう宣言すると、ホールは大歓声に包まれた。

「ウォルテア国ばんざーい！」

「ヨルン三世万歳！　クライブ元帥閣下万歳！」

　歓喜の渦に包まれたその場を鎮めたのは、王が再びその場を制したからだった。

「領地奪還という悲願を遂げた今、もう一つめでたい報告をしようと思う」

　一旦落ち着いたホールが、何事かとざわざわしてきた。

「クライブの婚約が決まった」

　悲鳴。今度は落胆と絶望と祝福の入り混じったもので、天地がひっくり返ったような叫喚はなかなか収まらなかった。

「お相手はどなたですか!?」

　誰かが叫んだ。これには、ラザフォードは答えず、代わりに今まで無言で立っていたクライブがバルコニーに手をかけてホールをまじまじと見下ろしてきた。

「見違えたな、エレノア」

　鋭いアメジストの瞳はたしかにエレノアをとらえているように思えた。一瞬誰かそばに同じ名前の女性がいるのかと、彼女が周りをきょろきょろ見回すと、だんだん周囲にいた人々がエレノアから離れて、小さな円の中にぽつりと残された。

「え、えっ？」

　状況が飲み込めず、目を丸くして見上げればバルコニーにはすでに王太子の姿はない。

（見違えた……って、やっぱりクライブなの!?　私のこと覚えてくれていたの？）

　ホールの中はざわざわと落ち着きなく、様々な会話が飛び交っていた。

「元帥閣下がご婚約とはめでたい」

「お相手はどこのご令嬢なのだろう。まったく噂など聞いたことがなかったが……」

「エレノアと呼んでいなかった？」

「あの子がそうなの？　見たことある？」

「立派なのはドレスだけでしょ」

「何かの間違いよ。あんな子どもっぽい顔で」

　女性たちのひそひそ声は、細い針みたいに鋭くエレノアに突き刺さる。

「元帥閣下にはもっとエレガントで華やかな女性がお似合いになると思うの」

「私みたいにね」

「あら、それを言うなら私よ。少なくともあんな田舎くさい気が弱そうな子はないわ」

「あなた、結婚してるじゃない」

「でも、どこかで見初められたのかもしれないわ」

「まあ、なんてドラマチック」

　忍び笑いから内輪できゃあきゃあ盛り上がるものだから、その声はだんだん大きくなってくる。

「それにしても、あの子はないわぁ」

「おおかた、初めて晩餐会に招待されたんでしょうね。今回は爵位を持っているだけで国中のすべての貴族が呼ばれたんだから。普段だったらここへ来る資金も資格もないに決まってるわ」

　黙って聞き流そうかと思っていたが、家のことまで憶測だけでけなされるのはさすがにムカムカしてきた。

「あっ……あなたたちねぇ！」

　ぎゅっと両手に拳を作って、くるっと振り返ると、身を寄せ合っていた四、五人の若い女性たちと目が合った。

　エレノアよりもはるかに目立つ装飾品を身に着けて、これでもかというほど化粧を重ねている。すると手にしていた扇子がぽとりと床に落ち、口紅を塗った真っ赤な唇が、への字から真ん丸に開いた。

（言い返されないとでも思っていたのかしら）

　驚いたように目を見開いた彼女たちを見て、エレノアは一言ぴしゃりと言ってやろうと、腰に手を当てた。

「さっきから、聞いていれば――」

「エレノア」

「私の家はたしかに遠いけど――」

「おい、エレノア」

「……もう！　後にしてくれないっ！」

　しつこく話しかけられ、エレノアは険しい表情をしたまま勢いよく振り返って、唖然とした。

「あ――」

　黒を基調とした上着に金糸の装飾、胸元に輝く勲章の数々、左肩から垂れ下がっている白テンの毛皮のついた深紅の片マント、視線をそこから上に移せば、さきほどバルコニーから姿を消したはずの王太子の端然とした顔があった。

　周囲を囲んでいる人々の顔も呆然としたように目も口もぽかんと開いていた。それは王太子が突然ホールに下りてきたことに対するものか、彼に啖呵を切ったエレノアの態度によるものか、彼女には判断する余裕はなかった。

「クライブ……殿下……」

　しまった、と思ったものの、すでに放たれた言葉を回収することはできない。

　しんと静まり返った空間が気まずいことこの上なかった。

「エレノア・ローズ・アバディン」

　謝ろうと口をパクパクさせていると、クライブが一歩足を踏み出してエレノアの目の前に立った。フルネームで呼ばれて、どうやら人違いではないことを知る。

（本当にクライブなの……？）

　そう尋ねたいのに、まるで魔法にでもかかったみたいに唇どころか指先一本すら動かなかった。クライブ本人だとしても、別人だとしても、この瞬間に何かが変わる予感が彼女を縛り付けていた。

「俺の妃となれ。拒むことは許さない」

　国中の貴族たちのほとんどが固唾を呑んで見守っているこの場面で、王太子に逆らう勇気があるほどエレノアは豪傑ではない。それでも返事をするまでにいくばくかの時間が必要だった。

「わ、私などに殿下のお相手が務まるでしょうか？」

　そう答えると、クライブはあからさまに眉間にしわを寄せ、鋭い瞳を向けてきた。

「言ったはずだ、拒絶は許さないと」

　ぐいっと唐突に腰を抱かれて身を引き寄せられる。

「きゃっ」

　びっくりして体が硬直するとともに、端正な顔立ちが迫ってきて、思わず目を瞑ったが、よける時間はなかった。柔らかくて少し冷たい彼の唇が自分の唇に触れた瞬間に、エレノアは全身が粟立つのを感じた。

（みんなの前でいきなり、何するの!?）

　恥ずかしくて、体は火が着いたように熱い。強く、深く、まるで自分のものだと印をつけるかのように有無を言わさない熱情的な口づけに心臓がバクバクと脈打って、どっと背中から汗が噴き出す。

「んっ……ふぅ……っ」

　重なり合う唇の体温が混ざって、互いの境界がわからなくなるほど、蕩ける口づけにエレノアは頭の芯がくらくらと回り始めた。

（何これ……力が抜けそう）

　周囲のざわめきが彼方に遠のき、エレノアの耳に届くのは互いの吐息と自身の激しい鼓動の音だけになった。

　実際にはほんの数秒のことだったにもかかわらず、エレノアには永遠の時のように感じられた。

「これでわかっただろう？」

　唇が離れて、ゆっくりと目を開けると、不遜な笑みを浮かべたクライブの顔が目の前にあった。

「な、何がわかるっていうの？」

「俺がお前に会いたくてたまらなかったことが」

「だからって、こんな――」

「元帥閣下、ご婚約おめでとうございます」

　怒りが爆発寸前のところで、二人の間に割って入った声にエレノアはぐっと言葉を飲み込む。

「ロンメル公。ありがとうございます」

「ますます、この国は安泰ですな」

　ロンメルはにこやかに笑って手を打った。周りもつられてパラパラと拍手が起こり、それは徐々に周囲に波紋のように広がり、圧倒されたエレノアは戸惑いの表情を浮かべたまま何も言えなくなってうつむいた。

「アルシド」

　クライブが名前を呼ぶと、どこから現れたのか一人の若者が彼の背後に姿を見せた。クセの強い赤毛の男は猫のようにぱっちりと丸い瞳をしていて、ともすれば少年とも言えそうだったが、紺色の軍服は国軍のものだったので、成人はしているのだろう。

「はっ」

　小柄のアルシドは頭を下げる。

「あちらのご婦人の方々を別室にご案内してさしあげろ。エレノアのことをよく知っているようだからな、丁重にもてなしてやろう」

　さきほどエレノアと家族を貶める発言をしていた女性たちの顔からみるみる色が消えていく。

「もっ、申し訳ございません!!」

「わ、私たち、その、別な方と間違えたみたいでして……」

　一人頭を下げるとドミノ倒しのように次々に女性たちが頭を下げていく。しかしながらクライブは彼女たちには目もくれず、エレノアの手を引くと歩き出した。

「ちょっと来い」

「えっ、あ、はい」

　あれほど混雑していたホールは、今や二人が進むべき場所だけ人垣が割れて、耳が痛くなる程の拍手がいつまでも鳴り響いていた。
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「どこへ行くの？」

　今度こそ本当に歓声が背後に遠ざかっていく。天井の高い廊下を並んで歩きながらクライブを見上げる。

「どこだと思う？」

　前を向いたまま彼はかすかに口角を上げた。

「わからないから聞いてるのに」

　唇を尖らせて文句を言っても答えはなかった。

　それでも、目的の場所はあるのだろう、クライブは広い城の中をどんどん奥へ進んでいく。もう人々のざわめきや音楽団の演奏も聞こえない。一定の間隔で灯された燭台の前をいくつも通り過ぎて、ついに行き止まりまでやってきた。

　大きな木の扉を押して開くと、さらに広い場所に出た。

「まあ。こんなところがあるのね」

　辺り一面に手入れされた芝生が広がり、整然と並んだ低木や垣根が気品を感じさせた。さきほどまでいたホールの混然としたきつい香りから解放されて、エレノアは新鮮な空気を思い切り吸い込んだ。

　見上げれば、馬車で来る途中で見た星の海が今にも降り注いできそうな様子に、思わずため息が漏れる。ずっと見ていても飽きないだろうと思った。

（家にいても星を見ることはできるのに、今夜は特に輝いて見えるわ）

　どうしてだろうと首をかしげると、同じように隣で夜空を見上げていたクライブがぽつりとこぼした。

「十年か……。長かったような、あっという間だったような……」

　それから、ゆっくりとエレノアの方へ視線を合わせる。

　ホールで見せたような鋭い陰影のあるものではなく、温かみのある穏やかな色をしていて、エレノアの中で、ようやく彼が本当に会いたかったクライブだと確信に変わった。

「な、長かったわよ。おばあさんになっちゃうかと思ったんだから」

　じっと見つめられていると顔が熱くなってくるので、それをごまかすようにわざとクライブから目をそらす。

「へえ、おばあさんになっても待つつもりだったのか。そんなに覚えててもらえて嬉しいな」

「た、たとえよ、たとえ！　次に縁談がきたら結婚するつもりだったし」

「ふうん。手を泥だらけにして花摘みしてた子どもが、縁談を受ける歳になったのか。時が経つのは早いな」

　意地悪そうに目を細めるクライブに、エレノアは頬を膨らませる。

「失礼ね！　こ、子どもって……！」

　クライブとなかなか仲良くなれなかった時、おちびと呼ばれていた頃のことが胸によみがえって、腹立たしいやら懐かしいやらで、エレノアは瞳を潤ませ、笑いながらクライブの胸を小突いた。

「でも今は見違えるように綺麗になった。バルコニーからお前を見つけた時、飛び降りてでも会いに行こうかと思ったくらいだ」

　クライブを小突いた腕を掴まれて、引き寄せられる。よろめいた体は優しく抱き留められて、ぎゅっと抱きしめられた。

「お前が嫌だと言っても、もう離さないからな」

　昔のようにすらりとした体型をしているのに、服の上からでも逞しさがわかるような力強い抱擁にエレノアの顔は真っ赤になった。

「クライブ……」

　クライブのことが大好きで、ずっと会いたかったのに、いざとなると言いたいことが何一つ伝えられない。

「いい匂い。甘くて、懐かしい」

　背の高いクライブが身をかがめて、エレノアの首筋に鼻先を寄せた。

「んっ……」

　すりすりと甘えてくる猫のように肌を寄せられ、くすぐったくて身じろぎすると、耳朶にしっとりと温かいものが触れた。ちゅっと耳元で水音が弾ける。

「ふぁ……っ」

　濡れる感覚にびっくりして目を見開き、クライブの腕にしがみつく。

「ああ、とても柔らかい」

　耳朶を食まれ、ふにふにと唇で弄られる。ちゅ、ちゅと口づけの音が温かな吐息とともに中に入ってきて、ぞくりと肌が粟立つ。

「あ、あ……だめ……」

　身をよじろうとしても、しっかりと彼の腕の中にいるので逃げられない。

「ふふ、熱いな。緊張してるのか？」

　耳元で囁かれると、頭に中に直接声が響いて、くらくらと甘い眩暈がする。濡れた舌先が耳の中を這い、官能的な水音を立てる。

「し、してな――」

「俺は、してる」

　慌てて答えようとしたエレノアは、それを遮るクライブの言葉に耳を疑った。

「ウォルテアの元帥なのに……？」

　英雄、救世主、様々な言葉で称賛されている国で一番の英傑が、たった一人の女性を抱きしめるのに緊張なんてするわけがないとエレノアは戸惑った。

「エレノアが俺のことを忘れていたら……今にも嫌いだと突き放されたらどうしようって不安でたまらない」

　そう言いながらますますクライブの腕の力は強くなってくる。

「っ、クライブ……」

「もっと、俺の名前呼んで」

　耳朶を吸われ、中をねっとりと舌先で蹂躙された上に、甘い囁き声を加えられたら、ただでさえ熱い耳元は、さらに熱を帯びた。

「ひゃあん、クライブ。だめ、誰か来ちゃうぅ」

　ぞくぞくと爪先から震えが上ってきて、エレノアは彼にしがみついたまま懇願した。

「別に悪いことをしてるわけじゃない」

「人に、み、見られたくないのっ……ひゃうっ」

　耳朶から唇が離れたと思った瞬間、首筋を舐め上げられて、エレノアは目を丸くして背中を仰け反らせた。

「やぁん……っ」

　胸がドキドキし過ぎて、どうにかなってしまいそうだ。

　ここが城のどの辺りなのかはわからないが、まるきり無人ということはないだろう。二人の逢瀬を誰かに見られていたらと思うと恥ずかしくていたたまれない気持ちになる。

「だったら、目を瞑っていろ。余計な心配はいらない」

　顔を上げて不敵な笑みを浮かべたクライブはエレノアの唇に軽く口づけた。それで思わず目を瞑ってしまったエレノアは、今度は深く唇を吸われることになるとは思いもしなかった。

「ふぁ……んん……っ」

　ホールでしたように、荒っぽく強引なキスではなかった。柔らかくて、ゆっくりと溶けて混ざっていくような穏やかなキスだった。

　振りほどこうと思えばできたかもしれない。角度を変える瞬間にそっぽを向いてしまえば、途中でやめることもできるだろう。

（相手がクライブだってわかってるからなの？　それとも二回目だからなの？　恥ずかしいけど、やめてほしくない）

　さきほどとは真逆の考えにエレノア自身も戸惑いを覚えたが、口づけを重ねるたびに心もクライブと一つになっていくような気がして、次第に体から力が抜けていった。

「ン……はぁっ……ぅんん……っ」

　呼吸が苦しくて喘ぐように口を開けば、しなやかな舌先が中へ入ってきて、ぬるぬると頬の内側や舌の裏を舐め取られた。

「鼻で息をしろ」

　言われた通りにするとたしかに呼吸は楽になった。その分、口づけは深くなり、ねっとりと舌が絡んでくる。どうしたらいいのかわからなくて、逃げようとするにも口腔内の狭い所ではすぐにつかまってしまう。押し返そうと舌先で抵抗しているはずが、いつの間にか淫靡なほど絡み合っていて、頭の芯がぼうっと熱を帯びてくる。

　飲み込めないほどの唾液が口の端から溢れて、溺れそうになる。

（キスがこんなに激しいものだなんて、知らなかった……）

　好きな人と交わすキス。絵本で見たのは、ほんの軽く唇に触れるだけ。そのイメージしかなかったから、とても衝撃的で刺激的だった。

（体が、指先まで熱くて、自分のものじゃないみたい）

　熱くなったところを全部触れてほしい。クライブの手で、唇で。

　そんな風に思ってから、エレノアは急に現実を思い出したみたいに身震いした。

（私ったら、何を考えているの……）

　かすかに身じろぎしたのを感じたのだろう。クライブがゆっくりと離れた。少しの間、二人の唇には細い銀糸で繋がれて、吐息がかかるたびに揺れるのをエレノアはどうしていいかわからずに眉を寄せて見つめていた。

「エレノア」

　ふっと笑ったクライブが素早く彼女にキスをして、二人の雫を舐め取った。さきほどまでそれが自身の舌と絡み合っていたと思うとエレノアは急に恥ずかしくなった。

「クライブは本物の王子様だったのね」

　あまりクライブの顔を見ないように視線を落とすと、改めて高貴な身なりに感服する。同時に自分とはかけ離れた身分であることに不安を覚える。

　幼い頃の約束を覚えていてくれたのは嬉しい。だが、本当に結婚相手は自分で良いのだろうか。

「今はエレノアだけの王子だ」

　ほんのわずかに曇らせた表情に気づいたのか、クライブは囁くような声で言って、軍帽を脱ぐとエレノアの前にかがんで片膝をついた。

「また会う約束を守った代わりに、ごほうびをくれますか、エレノア姫？」

　彼女の手を取り、見上げる目元は優しく微笑んで、まるで幼い頃に戻ったような錯覚にエレノアは瞳を潤ませた。

「ええ。ちょっと待たされたけどね」

　涙が出そうになるのを強気な態度でごまかす。ここで泣いたらまた子ども扱いされそうだったからだ。

「では、エレノア姫。俺にあなたをください。あなた自身を、人生のすべてを」

　風が吹いて、さわさわと草木を揺らした。

　胸の鼓動がクライブに聞こえてしまうのではないかとエレノアははらはらした。

「クライブ……」

「俺からは惜しみない愛を一生捧ぐと誓いましょう」

　指先に唇が押し当てられた。その温かさにどきんとひときわ大きく胸が高鳴る。

「さ、さっきは、拒むことは許さないって言ったくせに……」

「気づかないのはお前だけだ」

　あきれたように苦笑いを浮かべられ、わけがわからず首をひねる。

「バルコニーから見ていたらよくわかったんだ。お前に声をかけようと機会をうかがっている男たちの動きがな。だから、そいつらに対するけん制も込めたってわけ」

「そんなの知らなかったわ」

「だから気づかないのはお前だけだと言っただろう？　で、返事は？」

「は、はい」

　聞かれて、つい首を縦に振ってしまってから、もう少し気の利いた言葉を返せばよかったと後悔したが、遅かった。

「きゃっ」

　さっと体に腕を回され、肩と膝裏をすくい上げられる。

「エレノア！　軽いな。ちゃんと好き嫌いしないで食べてたか？」

　まるで久しぶりに会った親戚みたいな言い方にエレノアはぷっと噴き出した。

「もう克服しました！」

　べえ、と舌を突き出して言い返すと、途端にお腹の虫が鳴く音がして、クライブがくつくつと声を押し殺して笑った。














第二章









　純白のウエディングドレスに身を包んだエレノアは大勢の招待客の視線を一挙に浴び、バージンロードの手前ですくみ上がっていた。

　ヴェルトラウム城でクライブと再会してから季節が一つ進んで夏を迎えていた。しかし何年も彼に会うことを待ちわびていたエレノアにとって、三か月という期間は瞬きひとつで過ぎ去ってしまうようなものだった。一日も休むことなく結婚式の準備をしたり、王城での暮らしについて説明を受けたりしていたので、本当に飛ぶように時間が過ぎた。

　ドレスの仕立ては完璧で、フレンチスリーブは繊細なレースでできているのに、体に柔らかくフィットし、背中は大胆に透け感のあるシルクが使われているが、少しもいやらしく見えない。胸元は形よく見せるため少々きつめだったが、おかげでエレノアの魅力を十分に引き出している。腰から裾にかけては何枚も重ねたチュールがかわいらしさを演出し、トレーンは白鳥の翼のように長く美しいラインを描いていた。首元には王家に伝わる真珠とサファイアのネックレスが煌めく。

　まばゆいダイヤのティアラを金髪に差し、遠慮がちに伏せた瞳に人々は感嘆し、うっとりとしたため息を漏らした。残念なことに、極度に緊張したエレノアにはそれがまったくと言っていいほど伝わってはいなかったが。

（どどど……どうしよう。ここまで来たらもう引き返せない）

　クライブと結婚できるのは舞い上がるほど嬉しいことだった。それでも、王太子妃という責任重大な肩書が自分にのしかかると思うと不安しかない。ずっと三か月間葛藤し続けてきたが、覚悟ができきれないままこの日を迎えてしまった。

（本当に私で大丈夫？　王太子なら他にもっと地位の高い秀でたご令嬢を結婚相手にするべきなんじゃないの？）

　聖歌隊が透き通った歌声を披露し、その場がぐっと厳かな雰囲気に包まれた。ぐらぐらと足元が揺れるような緊張感で背中に変な汗が滲む。

　一人では歩き出せなかった真っ直ぐな道を踏み出せたのは、隣にいる父のおかげだった。無理なく優しい力でエレノアをリードしてくれる。きっと娘が緊張していることをわかっているのだろう。

　クライブの身分を知りながら教えてくれなかった両親には腹を立てたこともあったが、今日から一緒に暮らすことはできない。今生の別れとはいかないまでも、何かあってもすぐに会うことはできないのだと思うと目頭が熱くなった。

（もっと、真面目に話しておけばよかったかな。でも、あまり態度を改めすぎるともう二度と会えないような気がして……）

　温かな父の腕がふいに離れて、感傷に浸っていたエレノアはゆっくりと目線を上げた。

　透けるヴェールの向こうに、三か月ぶりに対面するクライブの姿があった。

　黒の軍服をベースにしているものの、晩餐会の時よりも金糸や装飾が豪奢で、前髪を後ろに撫でつけたスタイルは艶っぽく、一目見た途端にエレノアの鼓動は激しく高鳴り出した。

（ずるいくらいカッコいいんですけど！）

　同じ人間なのに、どうしてここまで雰囲気が変わるのだろう。男なのに匂い立つような色気を放つ彼を前にして、ぱちぱちと瞬きを繰り返すと瞳を潤ませていた涙はどこかに消えてしまった。

　クライブに見とれながら真っ直ぐにバージンロードを歩んでいくと、彼はレオナードに深く頭を下げた。それから彼女に向き直り、静かに手を取ってくれた。そっと指先を重ね、軽く握り込まれると、それだけで全身を抱きしめられたように体が熱くなった。

　二人で司祭の前に並び立つと、再び胃がせりあがってくるような切迫感が戻ってきた。ここまで来たら引き返すことはできない。せめて失態を見せないように段取りを間違えないようにエレノアは意識を集中させた。

　司祭が祝いの言葉を述べ、式は粛々と進行していく。この国で一番の大聖堂。素晴らしいステンドグラスの鮮やかな色彩や、細部までこだわった彫刻、芸術的な建築仕様、すべてを楽しみにしていたはずなのに、エレノアは周りを見る余裕もなく、ひたすら暗記した誓いの言葉や手順をなぞるのに必死だった。

（クライブは、今日は緊張してないのかな）

　涼しげな顔で、慌てた素振りもなく、指輪の交換も誓いのキスも淡々とこなしていく彼の姿に、エレノアは少しだけ不安になった。

（どうして私を選んでくれたのか、ちゃんと聞けばよかった）

　クライブと再会できたこと、甘いキスと抱擁に舞い上がってしまって、肝心なことを話していないような気がする。本当にこれで夫婦として暮らしていけるのだろうか。

　拍手の雨と聖歌隊の伸びやかな歌声に背中を押されるようにクライブと共に大聖堂を出ても、ずっと心はすっきりしないままだった。

　大聖堂の中の招待客とは別に、国中から王太子とその妃を一目見ようと集まった民衆が広場いっぱいに埋め尽くしていて、二人に拍手と賛美の言葉を投げかけてきた。

「クライブ様ー！」

「おめでとうございます！」

「エレノア様ー！」

「素晴らしい日々が続きますように！」

「ウォルテアに永遠の幸せを！」

　今まで聞いたこともない大歓声に包まれて、エレノアは目を丸くしたまま固まってしまった。

「みんな、エレノアに見とれている」

　少しかがんで耳元に囁いてきたクライブを横目に小さく首を振る。

「違うわ。クライブを見に来てるんでしょ」

　田舎から出てきた無名の貴族の娘のことを、王都に住んでいる人々が知るはずがないだろう。

「少なくとも、俺はずっと」

「っ……んぅ！」

　腰を抱き寄せられ、驚いたはずみで仰いだところへクライブのキスが覆いかぶさってきた。
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　悲鳴のような歓声と指笛が耳に痛いほど空気を震わせる。

（こんな大勢の前で……っ）

　隙間なく埋められた唇がエレノアを求めて強く吸いついてくる。式の最中は軽く触れるだけの儀式的なものだったのに、観衆の面前でこんな押し倒されそうなくらいの勢いで口づけられるなんて、完全に不意打ちだ。

　胸がどきんどきんと大きく跳ねる。全身が熱くなって、気が遠くなりそうだった。

「んんっ……はぁ……っ」

　ようやく解放されたと思って大きく深呼吸した彼女はクライブを軽く睨みつける。

「ちゃんと息継ぎの仕方を教えたはずだぞ」

　熱くなっている頬を指先でなぞられ、さらに肌が上気してしまった。

「そうじゃなくて――」

「もう一回！　もう一回！」

　エレノアの言葉を遮ったのは大勢の見物人たちのはやし立てる声だった。一人が叫び出すと収拾がつかないほど広場がやいやいと賑やかになる。

「国民の期待には十分応えないとな」

　ううっと呻いたエレノアは眉をハの字に変えて気の進まない様子を見せたが、もう一度キスしないといけない空気に気おされて、クライブを見つめたまま何も言えなくなった。

　くい、と顎を上向かれ唇が塞がれる。これで周囲が納得するならと恥ずかしい思いを抑えようとしたのに、クライブは強引に歯列を割って舌先を押し込んできた。

「ふぅ……んんっ」

　きつく彼の上着を掴んで抗議の意思を示すものの、微塵も遠慮する気配は感じられない。力強くしなやかな舌先は本能をむき出しにして頬の内側や舌の根元を刺激してくる。

（これはだめっ！　みんなの前ではだめなやつ――！）

　どこまでも深く舌先は追ってくる。逃げる小さな舌はすぐに捕まえられて、絡みつかれると、びりびりと頭の奥が痺れたように体から力が入らなくなった。

「あぁ……ん、ふぁ……」

　まただ、とエレノアは思った。周囲の音が遠ざかって、目の前のクライブしか感じられなくなる。恥ずかしいと思っていても、執拗に求められると頭がぼうっとして何も考えられなくなってしまう。背中が汗ばんできて、下腹部の辺りが静かに疼き出した。この感覚が何なのかエレノアにはわからない。

　だが不快ではなかった。もっと熱くなりたいという気持ちが勝手に湧いてきて、クライブからますます離れられなくなるのだ。

　溢れそうな唾液をすべて舐め尽くしたクライブが、最後にちゅっと軽く唇をついばんでゆっくりと口づけを終える頃には、もっとくっついていたいと言いたくなるのが不思議だ。そんなことを口にしたら、はしたないような気がしてエレノアからは何も言えない。

「物足りないって顔だな」

　まるで心中を察したかのようにエレノアだけに聞こえるように囁いたクライブは、用意してあった馬車に彼女を連れていく。

（き、聴こえたわけじゃないよね）

　どきっとしたエレノアは目をそらしたが、クライブがそれ以上追及してこなかったので、たぶん、言葉にはなっていなかったはずだと、焦る胸を押さえる。

「お幸せにー！」

「おめでとうございます!!」

　一段と大きな拍手に、エレノアは嬉しいやら恥ずかしいやらで、なかなか前を向けなかった。

　座席にあった軍帽をかぶったクライブが沿道の人々に向かって、自信たっぷりに微笑んで手を振る。一方、夢見心地のままのエレノアも、何十回とこなしてきた段取りのおかげで、なんとか気を取り直し、二人の門出を見送る群衆に手を振り返すことができた。




　祝福に満ちた街道を進み、王都の中心にあるヴェルトラウム城に着くと、すぐに数人がかりでドレスや装飾品を着替えさせられ、これから世話になる侍女たちへの挨拶もそこそこに、結婚式に出席した貴族たちとの祝宴が開かれている大広間へと足を踏み入れる。

　ほとんどが見知らぬ人々だったが、微笑んでいるだけでいいというクライブの言葉に甘えて、人形のように微笑んだまま時間が過ぎ、空が夕闇に覆われる頃になって、ようやく宴から解放された。

「大丈夫か？」

　一緒に大広間を出たクライブの腕につかまって歩くのがやっとだった。黙ってにこにこしているのもかなり疲れることをエレノアは身をもって学んだ。

「え、ええ。でも、足がもうフラフラで……って、ひゃあっ」

　ふわっと視界が回転してクライブの腕の中に収まった時には彼の顔が目の前にあって、喉の奥から変な声が出た。

「ひ、一人で歩けるわ」

「無理するな」

　端然とした笑みを浮かべ、瞳を細めたクライブは軽々と彼女を抱きかかえたまま広い通路を進んで、階段をゆっくりと上がっていく。

　城に来るのはこれで二度目。あまりの広さにどこに何の部屋があるのかわからない。さきほどの着替えの部屋もただの客間なのか、自分のために用意された部屋なのかもわからない。

（そういえば、私の部屋ってあるのかしら。今日からここで暮らすのよね……）

　まったく知らない場所で、一人でも眠れるだろうか。王太子妃として、明日からどんなことをすればいいのだろう。クライブの温もりに揺られながら、漠然とした不安が湧き上がってくる。

「何を考えてる？」

　じっと視線が止まっていたからだろう、クライブが不思議そうに尋ねてくる。

「あ、うん……。なんか、あんまり実感がないっていうか……。明日から何をしたらいいのかなあって……」

　正直にそう言うと、クライブが少しだけ笑った。細められた瞳がシャンデリアの光を受けてきらりと煌めく。

「安心しろ。すぐに実感させてやる」

　素直に喜べない微笑を向けられて、エレノアは当惑した。

　静かに床に下ろされて廊下に立つと、そこは大きな扉の前だった。

「アルシド。今夜はもういいぞ。まだ広間で続いている饗宴に参加してくるといい」

　扉の前に立っていたクセのある赤毛が特徴的な青年はそれを聞いて一瞬だけ眉をひそめたが、恭しく首を垂れた。

「殿下のご厚意ありがたく頂戴いたします。しかしながら、今夜は多数の人間がこの城に出入りしておりますので、見張りの手を抜くわけにはまいりません」

「相変わらず真面目だが、お前だって立派な招待客の一人だぞ。お父上のロッテバルグ伯爵が会いたがっていたようだ。何かあれば声をかけるから、他の兵士に見張りを代わってもらえ」

「父上が……。かしこまりました、ではお言葉に甘えて失礼いたします」

　無駄のない動きで敬礼をしたアルシドが、すっと扉の前から身を引き、離れる。その際、何となく睨まれたような気がしたが、何も心当たりのないエレノアは軽く首をかしげてクライブに続いて部屋の中に入った。

「アルシドさんはただの部下とは違うの？」

「十年間、グラキエスに支配されていたロッテバルクの侯爵の息子だ。年はお前と同じだが、芯のしっかりした真面目で信頼できる人間だ」

「それって、私が子どもっぽいとかそういう意味に聞こえるんですけど」

　ぷうと軽く頬を膨らませたが、部屋で待っていた侍女たちが顔を見合わせたので、慌てて口をつぐむ。

「お前たちも今夜はもう下がっていい。エレノアのことは明朝から頼む」

　クライブがそう言うと、侍女たちは安堵した様子で奥ゆかしい笑みを浮かべた。

「おそれいります、殿下。お部屋は整っておりますので」

「かしこまりました。御用の際は何なりとお声がけください」

「この度は本当におめでとうございます」

　口々に言って叩頭した侍女たちは、瞳を伏せて静かに部屋を出ていった。その中には、以前晩餐会に向かう宿でドレスの着替えを手伝ってくれた侍女――ゾフィの姿もあった。

　しん、と部屋が静寂に包まれる。今まで賑やかな場所にいたので、なんだか落ち着かなかった。頭の中ではまだ宮廷音楽団の美しい音色が鳴り響いている。

　部屋はとても広く、実家のエレノアの部屋などいくつも入りそうだ。優雅な絵画や意匠を凝らした家具の数々が配置され、磨かれた床には贅沢な毛足の長い絨毯が敷かれている。

「ここは？」

「俺の部屋だ。続き間があって、そこを通れば隣の王太子妃の部屋、つまりお前の部屋がある」

　窮屈そうな上着の喉元を緩めながらクライブが答える。

「これからはいつでも会えるのね」

　呟いたエレノアは、あっと開きかけた口元を押さえた。

（えっと、待って……。結婚式をして、晩餐会に参加して、そのあとは……）

　心の中で今日の段取りを確認しかけたエレノアの瞳が大きく見開かれた。

　突然、クライブの長い両腕に抱きしめられて、温かい胸の中にすっぽりと収められる。

「エレノア。今日のお前は特別にかわいい」

　耳元で囁かれ、エレノアは温かな吐息のかかった耳朶を真っ赤に染めた。

「ドレスも、アクセサリーも申し分のないくらい似合ってるぞ。鏡で見てみろ」

　そう言われて手を引かれて連れていかれたのは、広い寝室の一角にあるドレッサーの前だった。大きな鏡の前に立つのは、晩餐会用に作られた桃色のドレスを着て、遠慮がちに目を上げるエレノアと、凛々しい正装のクライブだ。

「あ、ありがとう……」

　結婚式の時には、自分が緊張して何も聞けなかったせいもあるが、本当にクライブの横に立つ資格があるのか、見劣りしないか不安だったので、褒めてもらえて素直に嬉しかった。

「今日、お前の姿を見た誰もがそう思っただろう」

　後ろから抱きしめられ、否応なく体温が急上昇する。

「そんなこと……」

「だが、お前の本当の美しさに触れる権利は俺だけのもの」

　すっと胸元に浮いた鎖骨のラインを指でなぞられ、ネックレスが揺れる。

「俺だけに、見せてくれ」

　何を、と聞く前にネックレスとティアラを外され、首元と頭がわずかに軽くなる。

「クライブ？」

　イヤリングも素早く外され、高価なものを落としたり壊したりしないかという心配から解放されるのはありがたいが、彼の手が背中のドレスの留め具を外し始めたところで、エレノアは振り返った。

「待って。着替えなら誰か――」

「ああ。明日の朝、侍女に手伝ってもらえばいい」

　明日の朝。クライブの他人事のような言い方に、彼女は緩くなったドレスの胸元を押さえながら首を横に振った。

「ちょっ……待って――」

「待つわけないだろ」

　あきれたようなため息を一つついたクライブが腰に手を伸ばして、強引に自分の方へ抱き寄せた。

「何年待ったと思ってるんだ」

　真っ直ぐな瞳に縫い止められて、エレノアは目をそらせなくなる。

　その距離がゆっくりと縮まり、彼の形のいい高い鼻が自分の鼻先を掠って、二つの唇が重なり合った。その前に恥ずかしくて目を閉じたエレノアは、柔らかく吸いついてくるクライブの唇に胸を高鳴らせた。

（恥ずかしいのに……キスされると、すごく胸がいっぱいになる）

　これが幸せというものなのだろうか。

　すり合わせるように唇を押しつぶされたり、角度を変えて吸い上げられたりして、エレノアの体から徐々に力が抜けていく。

「ん……っふぁ……」

　緩んだ口の中にしなやかな舌先が入ってきて、熱く乱れる。ぬるぬると舌に絡みつかれ、痺れるように甘い感覚が頭に突き抜けていく。

（キス、すればするほど、体が変になってく……）

　掴んでいたはずのドレスの生地が手の中からゆっくりと滑り落ちた。

　ぷつんと背中に何かが弾けた感覚があって、コルセットの紐を解かれたのだと気づいたものの、口腔内を激しく舌で責められ、意識がそちらに向けられない。

　ねっとりとうねるような熱が下腹の辺りを取り巻き始め、今まで感じたことのない感覚に、くらくらと眩暈を起こしそうになった。

「はぁ……あぁ……」

　舌先を突き出すように導かれ、飲み込み切れない唾液が口の端から零れ落ちていく。

「いい顔だ。ほら、見てみろ」

　ようやく深い口づけから解放されて、息をつきながらぼんやりと鏡の方へ顔を向けると、エレノアの頬は紅潮し、はしたなく開いた唇の端から一筋光るものが流れている。桃色のドレスは足元に落ち、緩んだコルセットはその機能を果たしておらず、彼女の豊かな柔肌はつんと薄桃色の頂を覗かせていた。

「やっ……だめ……っ」

　これ以上ないくらい顔を真っ赤にしたエレノアはコルセットを引き上げようとしたが、間に合わず、クライブの手によって外されてしまった。

「ドレスもアクセサリーもなくたって、エレノアはこんなにかわいい」

　肩を抱かれて、無理やり鏡の方を向かせられるが、恥ずかしくて顔を上げられない。

「手をよけて、顔を上げろ、エレノア。夫に隠し事をするのか？」

「それと、これとは……っ」

「じゃあ、こっちが先だな」

　ふっと鼻で笑ったクライブの息が首筋にかかるだけで、ぴくんと肩が震える。

　うつむいていたエレノアの瞳にクライブの手が映った。その手は下腹に伸び、さらに太腿の合わせ目をこじ開けようとする。

「あっ……そ、こはだめ……あぁん！」

　彼の中指が、純白の下衣越しに柔らかな秘裂に触れた。

「エレノアのここ、熱くなってるな。それに――」

　繰り返し奥までなぞられ、むずむずと味わったことのない甘い感覚が伝わってくる。

「もう濡れている。ずいぶん感じやすいんだな」

　くすっとクライブがまた笑う声が露わになっている肌にくすぐったい。

「な、なんのこと？」

　首をかしげる様子に、再びクライブが嬉しそうに笑い、肩に口づけを落としてきた。

「お前にもわかるようにしてやる。こっちに来い」

　ひょいと簡単に抱き上げられ、エレノアは慌ててクライブの首にしがみついた。

「悩ましい体勢だな」

　エレノアを見て呟いた彼の視線をたどると、そこには寄せて小高く盛り上がった二つの丘がある。頂は薄桃色に色づいて、天を目指すようにつんと尖っていた。クライブが歩くたびにゆったりと揺れる双乳を間近で見つめられて恥ずかしくて顔から湯気が出そうになる。

「見ないで！」

　眉を吊り上げて抗議するものの、クライブは素知らぬ顔で唇の片端を持ち上げるだけだった。

「それは無理だな」

　ゆったりとベッドに横たえられ、身を固くしているとクライブが上に乗ってきた。ベッドのスプリングがぎしりと大きく揺れる。

　緊張したままクライブを見上げると、後ろに流していた前髪がいくつかはらりと落ちてきていて、匂い立つような色気に眩暈がしそうになった。

　男女の営みについて、まったく知らないわけではない。王家に嫁ぐのだから失礼がないように事前に一通りの流れは勉強してきたつもりだ。それでも、本で読んだり人から聞いたりした話と、自分が実際に体験するのとでは訳が違う。

「こわがることはない」

　心の中を見透かしたように言われ、エレノアはどきりとした。

　覆いかぶさってきたクライブのキスは優しく温かかった。こわばった指先に彼の長い指が絡まって掌を重ねられる。唇を重ねながら、その手をぎゅっと握り返す。

「んっ……ぅ」

　着かず離れず吸いつかれ、吐息が熱を帯びていく。彼の体に押しつぶされた柔肌の頂が上着に擦れるたびにじんと甘い痺れが伝わってきて、体から力が抜けそうになった。

「ふぁ……」

　しなやかな舌先を奥まで許すのに、今度はそう長くはかからなかった。ぬるぬると互いの舌が擦れ合い、溢れる唾液を求め合う。

「っ……あ、んん……」

　わずかに上体を起こしたクライブが繋いでいない方の手で柔らかな膨らみをゆっくりと揉みしだいた。

「ふ……ぁ……っ」

　大きな手が柔肌を包み込んで、ゆっくりと揺さぶる。指先が時々柔肌の頂をかすって、ぞくりとするような甘い痺れが体に走った。何度も繰り返されるうちに、エレノアはそのじれったい動きに耐え切れなくなって身をよじる。

「どうした、エレノア？」

「いや……もう、それ、我慢できないの……」

　クライブの上着が尖った頂に擦れるだけで体が熱くなってしまう。

「ここ？」

　指の腹でくりくりと回すように頂を弄られた途端、感じたことのないような愉悦が体中に広がり、エレノアは白い喉をそらして悶えた。触られているのはごく一部なのに、全身から汗が噴き出す。背中のシーツはしっとりと張りついていた。それに、体の奥で熱が渦巻いていて、じっとしていられなくなる。

「食べ頃だな」

　つんと尖った頂を指でこねられながら、もう片方の頂を口に含まれ、熱い舌に絡め取られる。ぬるぬるとした厚い肉感と官能的な動きにエレノアは喉の奥から嬌声を上げた。

「ひぁ……っ、や……ああぁっ」

　恥ずかしいのか、緊張しているのか、こわいのか、気持ちいいのか、何が何だかわからなくなる。

　ただ、体の奥の疼きは激しくうねり出して、エレノアは泣きたくなってきた。

「透けるように白い肌、薔薇のように色づいた蕾、甘い香り。どれをとってもこの世にお前以上の女はいない」

　舌先で頂を舐め上げられ、エレノアはぴくんぴくんと身を震わせる。

「ここも、期待以上に濡れている」

　力の入らなくなった手からクライブが指を外すと、その手を太腿の間に這わせる。

「やだ……っ」

　心が蕩けかけていたエレノアはその手が下着越しに秘裂をなぞるのを感じて、やめさせようとしたが遅かった。

「もうびしょびしょだ。穿いていても意味がないだろう」

「そんな――」

　困ったように耳まで赤くしたエレノアを見ながら、クライブが下着をはぎ取ると、白く透けたガーターストッキングを除いて、肌を覆うものはなくなってしまった。

「これくらいは残してもいいか」

　すべらかなストッキング越しに足を撫でられ、その手が直に秘裂に触れた。そこは頂に触れられた時よりも強い刺激が待っていた。

　クライブの指先がなめらかに秘裂をなぞるのを感じて、エレノアは恥ずかしくなってきつく目を閉じた。

「ちゃんとこっち見ろ」

「だ、だって……ひぁっ、そんなとこ……ぁあん！」

　激しく指を踊らされて、エレノアは視界を滲ませながら目を開けた。淡い茂みの向こうにクライブの巧みな手つきが見える。

「いい子だ」

　クライブが不敵な笑みを浮かべ、指先を蜜口に滑り込ませてきた。

「あっ、どこにっ……あぁっ」

「俺とエレノアが深く愛し合うところ」

　ゆっくりと抽送を続けるクライブが、再び覆いかぶさってきて口づけてきた。腕が動いているからか、上着の硬い装飾品が胸の頂に擦れて、また震える。

「もう少し、慣らしてやりたいが、俺も我慢できそうにない」

　ちゅっと水音を立てて唇を吸い上げて顔を離したクライブの表情はやや切なさを含んでいた。

「我慢しなくてもいいのに」

　自分だって我慢は辛いと思ったエレノアの何気ない一言に、クライブの目がいっぱいに開かれる。

「いいのか？」

「へ？」

　エレノアは目をぱちくりさせた。

（だって、私のために、何か、我慢してるん……だよね？）

　何かまずいことを言ってしまっただろうか。

「……お前がそう言ってくれるなら」

　起き上がったクライブが、上着を脱ぎ始めた。もどかしそうにボタンを外し、はぎ取るようにシャツを床に脱ぎ捨てる。橙色のぼんやりとした灯りが彼の逞しい上半身に陰を作った。無駄のない引き締まった体にエレノアはドキドキしながら、彼を見つめていた。

「もう少しだけ」

　再び蜜洞を指で塞がれる。抽送のたびに聞こえる水音に、顔を真っ赤にしながらエレノアは甘い吐息を漏らした。

「クライブと……愛し合う、ところ？」

　これが夫婦の営みというものだろうか。互いの体の一部を繋ぐと教わったが、図解を見てもよくわからなかった。たしかに女性は足を開いていたから、これで正しいのかもしれない。それに、クライブの指が動くたびに蜜洞が擦れて、言葉にできない愉悦が腰の辺りから背中にぞくぞくと這い上がってくる。

「そう。もっと、深いところまで」

　ぐっと蜜口が広がった気がして、わずかな痛みにエレノアは呻いた。

「これで二本入ってる。だいぶ解れてきたが、まだきついな」

「はぁ……ふぁ……あ、あ……んっ」

　いつの間にか、クライブの指の動きに合わせてくちゅくちゅと水音が聞こえる。今まで生きてきた中で、秘所からそんな音を聞いたことがない彼女は気が気でなくなった。

「私……体、変なの……ぉ」

　熱い。体の奥が熱い。何かが渦巻いていて、今にも溢れ出そうだ。いや、すでに溢れかけている。現にクライブの指がさきほどよりもさらにぬるぬるとなめらかな動きになり、その指先が根元まで挿し込まれると温かいものが双丘を濡らしている。

「はぁ……っ、あぁっ、クライブ……それ以上したら、なんか我慢、できない……っ」

「我慢しなくていい。ここがいいんだろ？」

　蜜洞の一部を彼の指が擦れるたびに愉悦は高まっていった。その弱い部分に差し掛かるとエレノアの体がぴくんと跳ねるので、切なく喘ぎながら頬を赤く染める彼女の表情を見つめながらクライブは執拗にそこをめがけて指を躍らせた。

「やっ、も……っ、出ちゃ……っあああぁぁ！」

　渦巻く熱が解放されたかのように、エレノアの理性が決壊した。シーツが瞬く間に濡れていくのがわかる。

（恥ずかしい……大人になっておもらしだなんて……！）

　放心状態だったエレノアはしっとりと濡れたシーツを双丘に感じて我に返り、両手で顔を覆った。

「これでだいぶ解れたな」

　クライブの声に恐る恐る指の間から彼の方を見る。もどかしそうにトラウザーズを脱ぎ、下着も取り払った。そこに現れたのは見たこともない真っ赤に怒張した塊だった。

（な、なにこれ……。こんなキングサイズの体を普段どこに収めてるの？）

　立派にそびえる一つの塔が、彼の足のつけ根から生えているではないか。これをどうしようというのだろう。

「はじめはゆっくりするから」

　言葉の意味がわからないまま、こくんとうなずくと、クライブが膝をつき、身をかがめて脚の間に割って入ってきた。そして、とろりとした蜜をまとっている秘花の中心にそれを押し当てた。

「えっ……ええっ……待っ……」

「待たないって」

　ずぷりと、塔の先端が蜜洞に押し込まれた。その質量は指の比にあらず。拳をねじ込まれているのではないかと疑うほど、蜜口がいっぱいに押し広げられている。

「ひぃ……っ、なに……これ……」

　熱くなったこてを当てられているかのような鋭い疼痛にエレノアは歯を食いしばる。

「クライブ……無理。そんな大きいの入らない……っ」

「痛いか？　でもだいぶ進んだから、もう少し……」

　涙をこらえて、こわごわと二人の体が繋がっている部分に目をやると、まだ全部入っていない。

「も、もっと……入るの？」

「全部」

　クライブの答えに眩暈がした。剛直なだけではなく、長さもとんでもない。

「は……はっぁ……もぅむりぃ……」

　耐え切れない状態にため息を漏らした瞬間、体の力が抜けたらしく、クライブの分身が一気に深くまで達したのを感じた。

「くっ……ふぁ……」

　大きく脈打つのは自分の体か、クライブのものか。

「エレノア。さっきみたいに力を抜け。だんだん気持ちよくなる」

　そんなことを言われても、胸がドキドキして息が止まりそうだ。

「ゆっくり動くから」

　そう言ってぬるりと蜜洞から熱いものが抜けたかと思うと、寸前で今度は浅く押し込んでくる。初めて男性を受け入れた蜜洞はひりひりと痛んだが、クライブの言う通り、少しずつそれが痺れに変わり、熱気を増してきた。

「ひっ……あぁっ……はぁぁん」

　クライブに貫かれるたびに視界が揺れる。柔らかな双乳もたぷたぷと大きく揺れ、誰に触られているわけでもないのに、甘く疼く。

　白い太腿をぱっくりと広げられ、膝裏を持ち上げられて双丘が上向く。そこへさらに次の抽送が来て、エレノアはずんと腰に重だるい衝撃を受けた。

「あぁっ……！　お腹、破れちゃうぅ！」

「もっと、深いところまで愛し合おう」

　ゆっくりと引き抜いて油断した所に、一気に蜜壺に楔を打ちこまれ、エレノアは切なく啼きながら背中を弓なりに仰け反らせた。
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「ああっああっ……中、熱いの……っ」

　指で弄られていた時以上に淫らな水音が繋がった部分から響き、エレノアは無我夢中で嬌声を上げ続けた。

　痛みも熱も快感も、同時にやってきて、何をどう感じたらいいのかわからない。圧倒的な質量で限界ギリギリまで押し広げられた蜜洞がきつくうねり出す。

「さっき、イったばかりで、もう、か……」

　荒い息交じりに呟いたクライブがエレノアの足をゆっくりと下ろし、上体をかがめてきた。

「初めてなのに激しくして悪かった。お前がかわいすぎて我慢できなかった」

　くしゃりと巻き毛を撫でられて、柔らかな微笑を向けられると、もう怒る気にはなれない。

「ずるい……」

　尖らせた唇にクライブのキスが舞い降りた。ぎゅっと抱きしめられ、エレノアも彼の背中に手を回す。

「一緒にイかせてくれ」

　まだ「イく」の意味がよくわかっていなかったが、愉悦の波を越えて心も体もふわふわと気持ちよくなることだろうと思った彼女は、うなずいて腕に力を込めた。

　ゆっくり優しく動かしてほしいと願っていたのに、クライブにがむしゃらな動きで蜜壺を穿たれると、それはそれで自分を求められている気がして、彼女は幸福感で満たされる。

「はっ……はぁ……あぁっ……ああっ、っふぁ……ああぁぁぁ！」

　またちかちかと目の前に星が煌めいて、わけもなく涙が溢れてきたエレノアはぎゅうっとクライブに抱きつくと、すぐにぐったりと力を抜いてベッドに沈み込んだ。

「かわいい、エレノア……うっ……」

　小さくクライブが呻いたかと思うと、抽送がゆっくりになった。どっと熱い性が蜜壺めがけて放たれるのを感じて、エレノアの蜜洞がきゅうきゅうとうねり出した。

「愛してるよ、エレノア」

　クライブは息を整えながら、彼女の頬にキスした。何も反応がないので、よく見ると彼女は瞳を閉じている。

「エレノア？」

　呼びかけても返答はない。どうやら絶頂に達したあげく、失神してしまったらしい。こめかみに流れる涙のあとを指で掬い取り、キスする。

「初めてで、少し刺激が強すぎたか……？」

　本当は一晩中愛し合いたかったが、無理をさせるのはかわいそうだ。シーツに散った乙女の証を見やりながら、クライブはエレノアの体から離れ、愛蜜にまみれた秘所を丁寧に柔らかな布地で拭き取っていった。














第三章









　晴れて愛する初恋の相手と夫婦の契りを交わし、薔薇色の朝を迎える――はずだった。

「大丈夫か？」

　クライブの心配そうな顔が目の前にある。

「だい……じょぶ……」

　笑って答えようとするも、声を発した途端に下腹の奥が疼き、エレノアは猫のように体を丸くした。

　ついさきほどまで、長く甘い夢を見ていたような気がして、浅くなった眠りから覚めようと寝返りを打った瞬間にずきんとした重い痛みが下腹に走り、エレノアは短い悲鳴を上げながら目を開けたのだった。隣で眠っていたクライブは何事かとびっくりして半身を起こし、エレノアの様子に気づいたというわけだ。

「うぅ……」

　お腹を抱えてじっとしていると、痛みはいくらか感じなくなる。それでも重だるい腰、何かが挟まっているような違和感、ひりひりする熱感、昨夜のことは夢ではなかった証だ。

「クライブ、起こしちゃってごめんなさい」

　申し訳なさそうに上目遣いで謝ったエレノアの頭をクライブが優しく撫でた。はらりと持ち上がった上掛けから引き締まった二の腕と胸筋が見えて、エレノアは昨夜の力強い抱擁を思い出して頬を赤く染める。

「いや、いいよ。それより何か怖い夢でも見たのか？」

「え……っと」

　正直に言っていいものかどうか迷った。昨夜の行為を女性の方から口にするのははばかられる気がして、エレノアは言葉を濁した。

「もう覚えてないわ。あんなに大勢の人たちに囲まれて、気疲れしちゃったせいかも」

「それなら今日は部屋から出なくてもいい。ゆっくり休め」

　クライブの手がエレノアの頭から肩のラインを撫で、つい、びくりとしてしまった。

（まさか、また昨夜みたいに――）

　自分が自分ではなくなる不安と、覚えてしまった愉悦の記憶がよみがえり、エレノアは少しだけ身をこわばらせた。しかし、クライブの手は肩から二の腕に移り、ずれたシーツを首元まで引き上げてくれただけだった。

「よくなるまで、休んでいろ」

　静かに言った彼の声に落胆の色が混じっていたように感じたのはただの思い上がりだろうかと、エレノアは真っ白な枕に視線を落としながら振り返ると、クライブがベッドから抜け出る所だった。

「どこに行くの？」

「午前中は各地で問題が起きていないか領主たちが毎日代わる代わるやってくるから、父上とともに謁見の間で対応する。エレノアにもそのうち並んで顔を出してもらうことになうと思うが、ゆっくりでかまわない」

　蕩けるように甘い笑みを浮かべたクライブが、薄い夜着だけをまとって寝室から出ていく。

（無意識なんだろうけど、その笑顔ずるすぎる）

　先端がハート型になった矢で打ち抜かれたかのごとく、エレノアは左胸を押さえて、こくりとうなずいた。

「……うん、わかった」

　桃色に染まった頬を枕に押しつけながら、名残惜しそうにクライブの後ろ姿を見送る。

「私ったら、わがまま」

　エレノアはシーツにため息を落として、目を閉じた。

　その日はクライブの言葉に甘えて、午前中はずっとベッドで横になり、午後になってようやく体を静かに起こしてみた。

　動けるようになったのはいいとして、昨夜できなかった湯浴みと着替えを手伝ってもらっている間、エレノアは恥ずかしくてたまらなかった。

　すでに乾いているとはいえ、昨夜の痕跡はなかったことにはならない。それを侍女たちに見られるのが今までの人生で一番顔から火が出る思いだった。それでも侍女たちはそのことには一切触れずに、何事もなかったかのように接してくれるのはありがたかった。

（私も王太子妃になったんだから、もっと堂々としなくちゃだめよね）

　てきぱきと仕事をこなす侍女たちに感心しながら、エレノアは着替えを済ませて用意された紅茶を口にする。

（また今夜もする、のかなあ……）

　思い返しただけで、まだ違和感が完全に取れないお腹の奥が疼く。

（夫婦の営みがあんなに激しいものだったなんて……。でも、すごく、幸せだった。クライブはどうだったのかな）

　押し寄せる快楽の波と共に気を失ってしまったエレノアは、その後のことを覚えていない。クライブが自分の中から出ていったことも気づかなかった。溢れた愛蜜を拭き取ってくれた跡があったのは、湯浴みの時に気づいたものの、まったく記憶になかった。

「ねえ、クライブは今どこにいるのかしら？」

　朝、着替えをして出ていったところしか見ていない。

「殿下でしたら、午後はいつも通り中庭で国軍の騎兵隊の方々と剣技の鍛錬をなされているはずです」

「忙しいのね」

「夕方にはお戻りになりますよ」

　そう言って侍女はにこりと微笑んだ。

「見に行ってもいいのかしら？」

「鍛錬中は非常に集中しているとお聞きします。殿下のお許しが出ましたら、その時は私がご一緒にまいりますね」

　侍女はおかわりの紅茶をカップに注ぎながら答えた。




　夕方になって、侍女の言った通り自室に戻ってきたクライブと部屋を移動して、ラザフォードとメアリーと食事を摂ったあと、エレノアは自分の部屋で本日二回目の湯浴みをすませて続き間を通り、クライブの寝室に向かった。

「ねえ、クライブ」

「なんだ？　こっちで聞く」

　先にベッドに腰かけていたクライブのそばにドキドキしながら歩み寄ると、腰に抱きつかれて、そのままシーツの上に押し倒された。

「ひゃっ……」

　びっくりして目を丸くすると、鼻先にもう彼の顔が迫っている。

「いい匂い」

「んっ……ふぅ……」

　唇が重なり合った。擦れ合い、押しつぶされる。上唇と下唇を交互に吸われ、舌先でなぞられると、ぞくぞくと体の力が抜けていく。

「は……はぁ……。ねえ、クライブ、話があるの……」

「ふふ、そうだったな。なんだ？」

「明日、中庭に鍛錬の様子を見に行ってもいい？」

「そうだな。エレノアがいい子にしてくれたら、な」

「どういう……んんっ」

　唇を塞がれ、熱くて甘いキスに溺れているうちに、夜着の上から丸みを帯びた柔肌をとらえられる。

「いっぱい感じてくれたら、許可してもいいぞ」

　クライブの指先に力がこもり、甘い痺れにエレノアは吐息を漏らす。大きくもみ込まれ、胸がたわわに揺れる。

「あっ……やぁん。そんな――」

　クライブの口づけが首筋、鎖骨と下りていって、服の上から柔肌の頂に到達する。薄い布越しに与えられるしなやかな舌の動きがたまらなくじれったくてエレノアは逃れるように身をよじる。

「無駄だ。服の上からでもわかるくらい尖ってる」

　もう片方の頂を指でつままれ、こりこりと擦られると、エレノアの官能の扉はまたたくまに開いて、蜜壺からとろりと甘い香りを溢れさせた。

「ふぁぁ……ん」

　切ない疼きが下腹に集まって、エレノアは眉を寄せながら背中を弓なりに仰け反らせた。「もっと吸ってほしいか」

　じっとしているのが辛くて動いたものが、さらに胸をクライブの方に押し上げるような形になり、背中に腕を挿し込まれて拘束され、固くしこった頂を貪るように口の中に含まれた。

「あン……っ、いやっ……」

　左も右も同じように熱い舌で蹂躙され、掌で大きく揺さぶられた。

　息を吸うのも忘れるくらい嬌声を上げるエレノアの夜着の裾がたくし上げられ、クライブの手が太腿を撫でる。

「汗でしっとりしている。こっちは……汗じゃないよな」

「いや……言わないで……」

　クライブの指先が下着の中に入ってきて、淡い茂みをかき分け、秘所に触れた。

「ひぁ……」

「こんなに濡らして」

「ち、ちが……」

　恥ずかしさで顔を真っ赤にしたエレノアは、否定したかったが、彼の指がぬるぬるとなめらかになぞるのを感じて唇を一文字に結んだ。

「ほら、また。俺の指に感じてる」

「ふ……っぅぅ」

　剣で鍛えたクライブの長くて力強い指先が蜜口を広げ、蜜洞を擦る。我慢しようとしても、体が勝手に反応してしまい、びくんと浮いた双丘の下にクライブの手を伝って甘い雫がとろとろと滴っていく。昨夜擦られて鈍い痛みが残っているはずなのに、それが余計に体を敏感にさせていた。

「気持ちいい？」

「あ……あっ……い……っ」

　指が深い所と浅い所を探るように交互に擦ってくる。だんだん水音が激しくなり、切なく喘ぐエレノアの耳にもはっきりとそれが届くようになった。ぐちゅぐちゅといやらしい音の源が自分だと思うと、恥ずかしさでいたたまれなくなり、手で顔を覆った。

「顔、隠すな」

　腕を掴まれ、ぐいっと横によけられる。

「見ちゃいや」

「どうして？　すごくかわいいのに」

　端然と笑ったクライブは中指を蜜洞に入れたまま、親指で秘されていた花芽を押しつぶしてきた。堪え切れない痺れに蜜洞がきつくうねる。

「素直な体だ」

「だめっ……それぇ……っ」

　火が着いたみたいに全身が一気に熱くなって、エレノアは空いている腕を伸ばしてクライブの腕を掴んで引き離そうとした。

「それ。その顔。かわいすぎて食べたくなる」

　クライブの指の動きがますますせわしなくなり、抵抗する気力を奪われた彼女は林檎のように真っ赤に頬を染めて嬌声を上げた。

「あっ、いやっ……おかしくなる……っ」

　止まらない彼の指戯にいやいやと身をよじりながら白い喉元を天に晒し、たふたふと豊満な柔肌を左右に揺らしながらエレノアは限界に達した。

「ああああぁ……っ」

　びくびくと細かに震えた体は緊張した後、ふにゃりと力を失っていく。それでも唯一きつくうねる蜜洞からクライブが指を引き抜くと、蜜口が隙間を埋める何かを求めるようにひくひくと疼いて蜜をこぼした。

　まだ焦点の定まらないぼんやりした瞳で荒く息をつき、ぐったりと両脚を左右に大きく開いている彼女の扇情的な姿に彼の心が躍る。

「今度は俺も一緒に」

　糸を引く蜜にまみれた自分の指を満足げに見つめたクライブは、それを舐め取って服を脱いだ。

　その気配に気がついたエレノアは、ゆっくりと頭をもたげた。潤んだ視界にもはっきりとわかるほどの雄々しい体が姿を見せ、ぐったりと開いた彼女の両脚の間に入ってくる。

「ん……っあ、ああぁっ……！」

　濡れた秘花の中心に熱いものが押し当てられ、蜜口がみっちりと大きく広げられた。

　昨日のように焼けつくような衝撃を覚悟したエレノアは歯を食いしばったが、ひどい痛みは感じない。ただ、それでも蜜洞を埋めるクライブの質量はとんでもない大きさで、思わず腰が引けてしまう。

「大丈夫そうだな」

　その言葉にエレノアは目を見開いた。

「昨日よりは……いいけど……っひぁん！」

　言いかけたところで、蜜洞の奥まで貫かれ、その衝撃に耐えようとシーツを鷲掴みにする。

「お、ねが……ゆっくり……して」

　喘ぎながらかすれ声を上げると、クライブが覆いかぶさってきて唇を深く重ねてきた。背中に腕を回されてがっちりと抱きしめられ、エレノアも同じように彼の首にしがみつく。するとますますキスは熱を帯びて、頭の中がじんと痺れてくる。口腔内を這う熱い舌遣いと浅い抽送から響いてくる蕩けそうな刺激。

（昨日より痛くない。でもやっぱり、すごく太くて熱い……っ）

　素肌が触れ合い、クライブの逞しい胸筋がエレノアの柔肌に擦れる。甘い痺れに、どうにかなりそうだった。

「んっ……ふぁ……！」

「どうした、そんなにきつく締めたらイきそうになるだろ」

　顔を上げたクライブが眉をひそめて、見つめてくる。麗しいアメジストの光。

「だって……む、胸に当たって……」

　消え入りそうな声で答えると、クライブがふっと笑った。それは、いい意味での微笑ではないとエレノアは瞬時に悟った。

「ほんと、ここが敏感なんだな」

　背中から腕を引き抜き、尖った頂を摘ままれる。びりびりと鋭い愉悦が蜜壺に伝わって、彼女はまたクライブを締めつける。

「……くっ。それ、やめろ」

　クライブが切なそうに顔を歪める。エレノア自身、どうやったら、それができるのかわからないので、首を横に振る。

「だったら、こっちも好きにするぞ」

「えっ……待っ……ああぁっ、あっあっ……はぁん！」

　再び、がっちりと抱きしめられ、熱く滾った体で最奥を貫かれた。激しい衝撃に、目の前に星が飛びそうになる。

「クライブ！　やあぁ……っ、お腹ぐりぐりしないでぇ……っ」

　いくら懇願しても、クライブは抽送を緩めなかった。みっしりと埋められた蜜洞は熱くうねり、愛蜜が蕩け出して淫らな水音を立てた。

「ふぁ……あぁっああぁっ……！」

「……っつ。かわいいエレノア」

　あまりにも激しい愉悦に耐え切れず、無意識にクライブの背中に爪を立ててしまったのに、彼はほんの一瞬顔をしかめただけで、涼しげな笑みを口元に浮かべ、キスしてきた。

「好きだ。俺のすべてを受け止めて」

「あぁぁ……っ、クライブぅ……私も……！」

　官能の波が押し寄せる。乱暴にかき乱されて頭の中に閃光が走り、涙が溢れてきた。

「あああぁぁっ！」

　切ない声を上げながら、エレノアは体がふわりと軽くなったような錯覚を感じた。まるで空に浮き上がるような高揚感に包まれて、意識が遠のいていく。

「エレノア……！」

　絶頂に達した彼女に続いて、クライブも最奥へ滾った性を解き放つ。すでに気絶してしまった彼女の中は、無意識ながらもそれを感じてねっとりとうねる。まるで一滴もこぼすまいと飲み込むような隠微な動きにクライブが満足そうに口の片端を上げた。

「また失神したか。感じやすいのか、それとも……」

　うっすらと汗をかき、艶めく桃色に上気した彼女の肌を撫でていると、再びエレノアの中で熱を帯びてくる分身に気づき、彼はそれをゆっくりと引き抜いた。

　エレノアはかわいい。瞳がくりっと丸く、空のように澄んでいて、再会した時も実年齢よりも少し幼い印象があった。それが夜になり、肌が触れ合うと途端に甘い香りを放つ小悪魔のような存在になる。本人にその自覚がないところがまた、こちらの欲情を煽ってくるのだ。

　すさんでいた心を温かく包んでくれた子どもの頃のことを、彼女はまだ覚えているだろうか。

　果てて気を失ったまま眠りへついたエレノアの頬に軽く口づけを落とす。クライブは猛りの治まらない蜜の絡んだ自身の体に目をやりながらため息をついた。

　大切にしよう、大事にしなければと思いつつも、艶めかしい姿を見せられると理性が吹き飛んでしまう。昨夜は、慣れないのだから仕方がないと思ったが、二晩続けて泣きながら気を失われるとなんだが申し訳ないような気にさせられる。

「慣れるまで、自重するか……」

　蜜で潤んだ秘所に手を伸ばし、花芽を探ると、まだぷっくりとしていて艶めいている。エレノアの体がぴくんと動いたが、目覚めたわけではないようだ。

「俺のかわいいエレノア」

　大切にしたい。愛したい。その気持ちは熱い性となって体の外に出ようとクライブの体を疼かせる。

「自重する、明日から……だから」




　力の抜けたエレノアの両脚を支え、滾った分身を彼女の柔らかな太腿に挟み込むと彼はありったけの思いを込めてエレノアの肌に触れ合い、やがて熱い性を放った。

　甘く切ない蜜の香りは、翌朝まで寝室の中をただよっていた。
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　からりとした晴天の下、鍛錬用の軍服を着た男たちがそれぞれ剣を交えたり、隣接する馬場で訓練を行ったりしている。ぶつかり合う金属音にはらはらしながらエレノアはクライブの姿を目で追っていた。

「怪我しないのかしら」

　昨夜の約束通り、鍛錬の様子を見にきたエレノアだったが、知らず知らずのうちに胸の前で祈るように手を組んでいた。

「大丈夫ですよ。殿下は元帥にまでなられた方です。そう簡単に怪我などするはずがございません」

　エレノアに強い日差しが当たらないよう日傘をかざしていたゾフィは朗らかに笑った。

「それならいいけど……」

　クライブが剣の相手をしているのはアルシドだ。明るい赤毛なので遠くからでもよくわかる。クライブよりも背が低いものの気迫は十分だ。

「子どもの頃を思い出すわ」

　鍛錬を見つめているうちに、二人の姿が十年前の自宅の庭での様子と重なる。

「え？」

「十年前、クライブがうちに来たことがあったの。毎日剣の練習をしていて、私のおとぎ話ごっこにも付き合ってくれて……」

　あの時カームから剣の指南を受けていたクライブが、こうして部下を指導する立場になるとは感慨深い。

「アルシド。右の脇が甘い。それではすぐに隙を突かれるぞ！」

　鷹のように鋭く射貫く視線に、アルシドは必死に答える。

「は、はい！　気をつけます！」

　アルシドだけでなく、クライブの一喝を聞いた他の兵士たちの動きも機敏になり、空気が一変する。

（ああ、眩しいくらいカッコいいんですけど）

　まだまだ荒いアルシドの太刀筋を流れるようにかわし、鋭い一撃をふりかざす。もちろんそれで相手を傷つけることはなく、ちゃんと力量を見ながら剣を振るっているところがまた余裕を感じさせた。

「あの殿下がおとぎ話ごっこ、ですか……。ひどいことをなさるようなことは決してありませんが、あまり感情を出さないお方ですので侍女の中では怖がるものもいるほどで……いえ、これは断じて悪口ではございません！」

　途中でしゃべりすぎたと思ったのか、ゾフィは慌てて首を横に振り、日傘の影が大きく揺れた。

「大丈夫よ。私もクライブに最初に会った時は良い印象がなかったわ」

　くすっと笑いながら、狼狽するゾフィをなだめる。

　クライブは優しい。かわいいと言って甘いキスをくれる。その対象が自分だけなのだと思うとエレノアはたまらなく幸せな気持ちになり、つい頬も緩んでしまうのだった。




　その晩も、深い口づけに蕩けて甘い吐息が漏れる。夜着の上から柔肌を撫でられ、頂をたっぷりと吸われて、エレノアは甘美な痺れに腰をくねらせる。

「ああ……クライブ……」

　彼の髪の毛をくしゃくしゃに撫でると、クライブの深紫の瞳が真っ直ぐにエレノアの方を向いた。瞳の周りを桃色に染め、悩まし気な視線とぶつかる。

「そんな顔する方が悪いんだからな」

　柔らかな生地の夜着を肩から引きおろし、柔肌を露わにする。

「あ……」

　ふるんと揺れる双乳の頂はすっかり色づき、花芽のようにつんとしていた。両手ですくうように揺らされているだけなのに、伝わる甘い痺れに息も弾む。

　片方の頂を口に含まれ、舌が絡みつく。もう片方は指で摘ままれたり、こりこりと指の腹で掻かれたり、じれったい動きでエレノアの官能を刺激する。

「ほら、もうすごいことになってる」

　下着の脇から指が入ってきて、エレノアの秘所をぬるりと擦り上げた。

「ひゃんっ……やだっ」

「かわいい顔して、いやらしい体」

　くちゅくちゅと水音を立てながら蜜口から溢れた愛蜜をかき混ぜられる。

「あっ……あぁん」

　双乳から秘所まで敏感な場所をクライブに支配され、どこに意識をもっていっていいのかわからない。逃れようのない愉悦にエレノアの肌はしっとりと汗をかき、腰の動きは大きくなってくる。

「ほんと、反則だ」

　たっぷりと溢れた愛蜜を指に絡ませて、硬くしこった果実をむき出しにされ、ぬるぬると擦り上げられる。

「ひあっ……んんっ……そこ、だめ……！」

　閉じようとする両脚に手をかけられ、大きく左右に開かれると、下着をずらしたクライブがそこに顔を埋めた。

「あっ……ふぁぁ……！　いやっ、舐めないで……っ」

　舌先でころころと飴玉を転がすように弄られ、甘い痺れが何度も体を駆け抜けていく。そのたびにエレノアの体がびくびくと腰を浮かせた。

「そんな声を出されたら、やめるわけにはいかないな」

　唇でしっかりと食まれ、濡れた舌で包まれるように吸いつかれる。

「あんっ……く……っあぁ……っ」

　じゅじゅと淫らな水音を立てながら激しく吸われ、同時に蜜口に指を挿し込まれ、中からも擦られて、蜜洞が窮屈なほどうねった。

「いやっ……これ……っああぁぁ……ん！」

　淫靡な舌戯に耐え切れず、蜜壺からは愛蜜がこれでもかというほど溢れ出て、仰け反って硬直した背中は震えながらシーツに落ちた。

「あ……はぁ……ぁぁ……」

「もう満足か？」

　夜着を脱ぎ捨てた彼に下着をはぎ取られ、肌が触れ合う。

「そ、そんなこと言えるわけないじゃない」

「もっとしてほしいって顔に書いてある」

　クライブのキングサイズの分身が秘裂をなぞる。熱くて逞しい感触に蜜洞が疼いた。

「俺に貫かれたいって、ここも、ひくひくしてる」

　蜜口に性の先端を押し当てられ、エレノアは顔を真っ赤にした。

「いや……お願い、もう……焦らさないで」

　掌で顔を覆って声を絞り出すと、両脚がぐっと左右に開かれた。ずぷりと蜜口を押し広げられる。

「っう、あぁ……っ」

　クライブが分身をなじませるように、腰を揺らしながら体を沈めてくる。蜜洞が限界まで広がり、みっしりと彼に埋め尽くされた。

「お前の中は熱くて、きつくて居心地がいい」

「恥ずかしい……」

「恥ずかしがることはない。ほら、手をよけろ」

　手首を掴まれ、耳まで熱くなった顔をクライブに晒される。こうなったらもうクライブのペースだ。

　気を失うほどの衝撃を覚悟していたのだが、甘い口づけと柔肌への愛撫を同時にされてエレノアは蜜のようにとろとろと心地良く崩れていく。蜜洞を浅く擦られるのがまたじれったくて新たな官能を呼ぶ。角度によってエレノアの弱い部分に当たるので、そのたびに腰の辺りがずくりと疼いた。

　荒々しく責められていっぺんに高みに達してしまいたい。体がそう訴えるように無意識に腰が浮く。そんな彼女に応えるように最後は蜜壺を穿たれて、エレノアは高揚感に溺れるようにぐったりとベッドに横たわった。














第四章









　王太子妃となってから一か月が経ち、エレノアも謁見の間に同行するようになった。玉座に座るヨルン三世を囲んでメアリーとクライブ、その横にエレノアの椅子が用意されていた。

　金銀の装飾は国の威信を伝えるべく豪華絢爛で、銀の甲冑の置物は今にも動き出しそうなくらいピカピカに磨かれている。高い天井にも細かなレリーフがほどこされ、ここへ入るだけでも緊張するだろうとエレノアは目を丸くした。

　結婚してから毎朝けだるくて起きられなかった日が続いたが、ある日から普通に起きられるようになった。それは夫婦の営みの後でも気を失うことがなくなってからだった。その理由はエレノアにはよくわからない。きっと体が慣れたのだろうとか、体力がついたのかもしれないと思っていた。

　そのことを告げるとクライブは「よかったな」のぶっきらぼうな一言だけだったが、エレノアは朝起きられることが嬉しくて、はりきって王太子妃としても公務をこなしたいという思いが強く、一瞬覚えた違和感をすぐに頭の外へ追いやってしまった。

（でも、ちょっと物足りない、なんて……言えるわけない）

　慣れとは恐ろしいものだとエレノアは自分にため息をつく。

　今は果てたあと、クライブにお休みの挨拶を言えるのが嬉しいのだが、先にクライブが眠ってしまう姿を見て寂しさを感じる時もあった。

（でも私が気を失って先に眠っていた時はクライブも同じ気持ちだったのよね。だから、これでいいんだわ）

　一人、考え込んでいたエレノアは扉の向こう側からの「ジャガード男爵が入ります」という侍従の大きな声にハッと顔を上げた。

「何かあればフォローする。当たり障りのない受け答えでかまわない」

　低くて落ち着いた声が耳元で囁かれ、エレノアの頭の中が砂糖菓子みたいに甘くなる。水あめのようなとろとろとした甘さに酔いしれながら、彼女はクライブにうなずいた。

　扉が開いて入ってきたのは、口ひげをたくわえた、ころころとした体つきの男性だった。

「おはようございます、陛下。本日は我が領土の小麦の出来栄えについてご報告です」

　ジャガードはいかに優良な小麦ができたかを弁舌爽やかに語り、最後にクライブとエレノアの方を向いた。

「元帥閣下もお元気で何よりの幸せでございます。妃殿下も誠に麗しい」

「男爵も、今年は雨が多い中、苦労する農民たちのために税を軽くしたり、資金を援助したりと聞く。これからもよろしく頼む」

　クライブがそう言うと、男爵は目をうるうるさせて腰を折った。

「あ、ありがたき幸せ！　今後もウォルテアのために尽力いたします！」

　小麦に情熱を注いでいる熱血漢なジャガードは国王夫妻の温かな視線に見送られて、ゆさゆさと腹を揺らしながら謁見の間を出ていった。

　その後も数人の貴族が続いた。作物のこと、領地内が平穏であること、新たな家族が増えたことなど、報告内容は様々だったが、王族はそれらに真摯に耳を傾けている。改めてすごいところにきてしまったと、エレノアは謁見が終わっても体が緊張でかちこちのまま立ち上がれなかった。

（私にできるかしら。ううん、でも、やらなくちゃね！）

　一人で納得した所に、クライブが声をかけてきた。

「エレノア。実はもう一組残っているんだが、俺は正直会わなくていいと思っている」

　国王夫妻はすでに退室している。扉の方を見ているエレノアの視線を追ったクライブが「エレノアに面会を求めているんだ」と言った。

「私に？　誰が？」

「モンフォール伯爵と彼の妻のアンヌだ。以前、舞踏会で君に失礼な言葉をかけた女性だが、覚えてるか？　無理に思い出さなくてもいいが」

　記憶の糸を手繰り寄せる。たしかクライブと再会した舞踏会の場で、エレノアにあることないこと言葉をかけ、そばにいる女性たちと笑っていた派手な化粧の女性。彼女しかわからない。

　それを告げるとクライブはうなずいた。

「改めてエレノアに直接謝りたいと言ってきた。今までは、朝、お前は顔を出せなかったから……」

　少々言葉を濁したのは、その原因が自分にあると思ったからなのだろう。エレノアも少し頬を赤らめながら彼から目をそらした。

「わ、わかったわ。会います」

　こほんと咳払いをして居住まいを正す。

「別に許さなくてもいいからな。俺はエレノアにひどい言いがかりをつけた人間は国外追放でもいいと思っているんだ」

「そんな大げさな……」

　嬉しいが、それはやりすぎではとエレノアは腰が引ける。

　侍従に目配せしたクライブの合図で、男女が入ってきた。

　色白に薄い金髪の男がモンフォール伯爵で、並んで伏し目がちに前に進んできたのは、クリーム色の質素なドレスに身を包んだ女性、アンヌだ。

　舞踏会での煌びやかな雰囲気はどこにもなく、一瞬エレノアは自分の思い描いていた人物とは違うのではないかと不安になった。

「クライブ殿下、エレノア妃殿下。本日はこのような機会を設けてくださり感謝いたします」

　モンフォールは神妙な面持ちで頭を下げた。アンヌの方も深々と叩頭する。

「先日の無礼なふるまい、誠に申し訳ございませんでした。殿下の婚約者に誹謗を投げかけたこと、心より反省しております」

　消え入りそうなか細い声でアンヌが謝罪する。

「許していただこうとは思っておりません。しかしながら我が領地にも思い入れがございますので、国外追放だけはどうか、ご勘弁ください」

　さきほどのクライブの声が聞こえたのか。エレノアは真っ青な顔になっているアンヌが気の毒になった。

「本当に申し訳ございません。今後妻にはすべての晩餐会やサロンに顔を出さぬようにいたします」

「そんな――」

　モンフォールの言葉にアンヌが驚いたように目を瞠る。

「それくらい普通だろう。むしろすべての外出を禁じた方がいいかもしれないな」

「あなた！　そんなことを言って本当は自分が遊びたいだけでしょう！」

「何をふざけたことを――」

「おい！　ここをどこだと思っている！　喧嘩するなら他所へ行け」

　クライブの叱責に二人がびくっと肩を震わせて石造のように固まった。

「あ、あの……。私はもう大丈夫だから、外出禁止とか、国外追放とか、そんなことしなくてもいいです」

　張りつめた空気の中、エレノアはおずおずと発言した。

　すると、魔法が解けたように女性の目からぽろぽろと涙がこぼれ始め、しまいにはハンカチを取り出して嗚咽を漏らした。

　クライブのどうしていいのか迷っている顔と、冷めきった目で夫から見られているアンヌがいたたまれなくなって、エレノアはすっと立ち上がった。

「私が大丈夫と言ってるんですから、大丈夫なんです！」

　段差をゆっくりと足元に気をつけながら下りるとエレノアは彼女ににっこりと笑ってみせた。

「アップルパイはお好きですか？」

「え？」

「よかったら、お部屋で少しお話しましょう」

　そう言ってエレノアは半ば強引にアンヌを自室に呼び入れ、ゾフィにお茶を用意してもらうと人払いを済ませた。

　ちんまりと体を縮めてソファに座る彼女はようやく涙はこぼれなくなったが、目の周りが真っ赤になっている。

「どうして……」

　二人きりになって、ようやくアンヌが口を開いた。まだ震える声で話す彼女の隣に座ってエレノアは焼きたてのアップルパイに目を輝かせた。

「そんな顔で領地に帰ったら、皆さん心配しますよ」

「も、申し訳ありません。私、本当に……」

　また透明な雫が瞳に浮かんできたのを見て、エレノアは慌てた。

「いいんです！　私、もう気にしてませんから」

「でも……」

　晩餐会の時に気が強そうに見えたのは濃い化粧のせいだったのか、今日の彼女はややおっとりとしたおとなしい雰囲気だった。

「二人で話したいと言ったのは本心です。実は私、こちらに知り合いが誰もいないので、友人ができたらいいなあと思っていて……」

　田舎育ちのエレノアには周囲に貴族の友人はいなかったし、社交界にも顔を出さなかったから、まったくと言っていいほど知っている人間がいない。城の中にこもっているだけなら、それでもいいかもしれないが、そんなわけにはいかないだろう。

　アンヌを選んだ理由は、心底反省している様子がうかがえたのと、泣いているのを放っておけなかったからだ。

「アンヌがよければ、の話だけど」

「め、滅相もございません！　本当に、本当に妃殿下がこんなにお優しい方だとは知らず失礼なことを――」

　土下座しそうな勢いで床に座りこもうとするのを、エレノアは慌てて止めた。

「申し訳ありません……。恥ずかしながら、うちは今夫婦仲が最悪でして……つい、何も知らない幸せそうな女性に苛立ってしまったのです」

　アンヌはため息をつき、膝の上で両手を握りしめた。

「夫は今、別の女性に熱を上げています。もともと互いの家のための結婚だったので、愛を築くことは最初から無理だったのかもしれませんね」

「それって浮気、ということですか？　奥様がいらっしゃるのに？」

　いくら好きではない相手と結婚したとはいえ、一度交わした契りは、たやすく切れるものではないのではないだろうか。

「そうです。珍しくはありませんわ。きっかけなんて、ささいなものです。うちはたぶん私が閨を断ってからですわ」

　紅茶を飲みながら、アンヌはさらに大きなため息をついた。

「子どもができれば変われるかもと、ずっと一晩に二度、三度と営みを繰り返してきました。でも一年経っても子どもが宿る兆候がなく、諦めた私は閨を断ったのです。それから彼の気持ちも少しずつ離れていきました」

　――二度、三度。

　思わずクライブとの夜を想像したエレノアは、その妄想の雲を払うように頭の上で手を振った。

（一度で十分だわ。でも、最近のペースだったら大丈夫、かも。いやいやいや……！）

　頬を染めて首を横に振る。

「離れてしまったら、もう二度と元には戻らないものなんですか？」

「わかりません。でも、夫の心が離れてから、彼への気持ちに気づくというのは遅すぎたのかもしれませんね」

　なんとかならないものかと、彼女の寂しそうな顔を見てエレノアは考え込んだ。

「そのことをモンフォール伯爵には？」

「言ってません。向こうも何も言ってこないので、冷めきっているんでしょう。ああ、私ったら、新婚の王太子妃になんて話を……。申し訳ありません、こんなつまらない話を聞いてくださってありがとうございました」

　アップルパイに口をつけたアンヌは微笑を浮かべた。

「いえ、私が無理やり連れてきたのでかまいません。今度またご友人方もご一緒にお茶でもいかがですか？」

　にこりと笑うと、アンヌはこくこくと何度も首を縦に振った。

　引き留めてしまって申し訳なかったが、昼食を一緒に摂り、アンヌは恐縮しっぱなしだった。

　夫婦というものは、幸せなだけではないのだとエレノアはアンヌを城門まで見送ってから思った。彼女と並んで馬車に乗り込むモンフォール伯爵がだんだん軽薄そうな男に見えてくる。

（少し神経質そうな気難しい人かと思ったら、簡単に浮気しちゃうなんて、人は見かけによらないのね）

　気持ちが通じ合って結婚に至った自分は幸せなのだなと荘厳な城を見上げながらエレノアはゆっくりと部屋に戻りかけて、足の行き先を変えた。
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「クライブはいるかしら？」

　薄曇りの空の下、中庭で鍛錬に励む兵士たちを見回しながら、エレノアはこちらに歩いてきたアルシドを捉まえた。

「何か御用でしたら伝言を預かります」

　無表情で答えるアルシドに、エレノアは笑顔でコンタクトしてみる。

「いえ、そういうわけではないの。お昼を別に摂ったから、どこにいるかわからなくて」

「今日はまだこちらにはいらしてませんが」

「そう。ありがとう」

　クライブの華麗な剣捌きを見て気分を明るくしようと思ってきたのだが、ゾフィにも聞いてから来ればよかった。

「お言葉ですが、妃殿下。子どもではないのですから、あまり一人で城の中をうろつかない方がよろしいかと。それに、頻繁にこちらに来られては兵士たちも見張られているのではないかと過度に緊張し、満足に訓練に臨めません。できれば見学は控えていただきたい」

　一気にまくしたてられて、エレノアは面食らった。

「あ……ごめんなさい。そんなことクライブは一言も言ってなかったから」

　おそらくアルシドはずっと良く思っていなかったのだろう。でなければこんなにすらすらと出てくるものでもない。

「ご出身の地方では軍など必要なかったでしょうから、もの珍しいのかもしれませんが、こちらは皆真剣なのです」

　アルシドの突き放したような言い方にしゅんと肩を落とす。

「珍しいなんて……。そんなつもりじゃなかったんだけど」

　それでも、クライブの姿を近くで見たいという下心があったのも否めず、エレノアは言葉を濁す。

「しばらくこちらに来るのは遠慮するわ」

　目当てのクライブもいないようだし、アルシドのとげとげしい態度も変わる様子はない。

（そんなに迷惑だったなんて知らなかった。これからは気をつけなくちゃ）

　エレノアは中庭を後にして、おとなしく自室に戻ることにした。

「アルシド様がそんなことを？」

　部屋に戻って、お茶を用意してもらったエレノアは中庭での一幕をゾフィに話して聞かせた。

「そうなの。私、子どもじゃないのに」

　ぷうと膨らませた頬はたしかに子どもらしい仕草だとゾフィは思ったが、心の中に留めておいた。

「アルシド様はいつもは物腰の柔らかな方なのですが……」

　ゾフィがティーポットをテーブルに置いて首をかしげる。

「そうなの？　私いつも睨まれてる気がする」

　何か悪いことをしただろうかと胸に手を当ててみるも思い浮かばない。今回はどうやら中庭にいて訓練を見られるのが迷惑だったようだが、睨まれるのはそれ以前からだ。

「気のせいではございませんか？　アルシド様は人の気持ちがよくわかる方だと思っております」

「あら、ゾフィこそアルシドのことをよく知ってる口ぶりね。もしかして――」

「ち、違います。城の者なら誰でも知っていることです。アルシド様は十年前に領地を奪われたロッテバルグ侯爵のご次男で、陛下が停戦宣言をするまで捕虜として敵国に囚われていたのです。ですから、進んで相手を傷つけるようなことはしないと思います」

　ゾフィはぶるぶると首を左右に振った。

「そんなことが……」

「はい。ですから、殿下が元帥としてお立ちになった時には、領地奪還のためいち早く駆け付けたとか……」

　北の気候は寒さが厳しいと聞く。もしかしたらエレノアが南の出身だと知って、戦争に参加せずにのほほんと過ごしていたのだと勘違いされているのかもしれない。

「なんとか誤解を解かなくちゃね」

「どうかされました？」

「ううん。こっちの話よ」

　それよりもクライブはいったいどこに行っているのだろう。

　夕食の時間になり、ダイニングを訪れるとすでに国王夫妻とクライブが着席して待っていた。クライブと顔を合わせたエレノアは、昼間どこに行っていたのか尋ねた。

「ちょっと、話し込んでいて」

　クライブはワインを飲みながら素っ気なく答える。毎日過ごすうちに、クライブは普段人前では口数が少ないことがわかってきた。両親の前でも同様だ。王も穏やかな人物でよくしゃべる方ではないので、誰もそれを不思議に思わないようだ。

「そう。今日アルシドから訓練を見学するのはやめてほしいって言われたの。やっぱり行かない方がいい？」

「見ているだけも退屈だろう。お前もせっかく友人ができたんだからサロンでも開いたらどうだ？」

　――クール。

　――清々しいほどクール。

　なぜ、人前だと眉ひとつ動かさない人間に切り替わるのだろうか。もしかして、クライブは二重人格の可能性も？

　二人きりの時には優しいのだから、問題ない、のだろうか。

　釈然としないままに、食事を進める。

「エレノア。それだったら、明日は私のお部屋にいらっしゃいな。異国の珍しいお菓子をいただいたのよ。一緒にお茶をいたしましょう」

　ほほ、と、上品な笑みを浮かべて助け舟を出してくれたのはメアリー王妃だった。こっくりとしたワインレッドのドレスを着こなし、クライブと同じアメジストの瞳をきゅっと細める。

「ありがとうございます、ぜひ！」

　と喜んだものの、翌日メアリーからお茶に招待されたエレノアは人払いをした部屋で彼女と二人きりになり、緊張していた。

「クライブは、昔はいたずら好きのやんちゃな子だったの。でも戦争が起きてから変わってしまってね……」

　彼女は頬に掌を当てて首をかしげると、ほうっとため息をついた。

「ちょうど思春期だったのもあるのね。すっかり人に本心を話すことがなくなって、正直今でも何を考えているかわからない時もあるわ」

「はあ……」

「陛下がクライブの身を案じてアバディン領に預けることになった時は、一緒に戦うと言い張ったのだけど、無理やり引き離したのよ。大切な後継者を失うわけにはいかなかったから。もう一生口を利かないと怒っていたけど、帰ってきた時にはすっかり大人びていて、黙々と戦術の本を読みふけったり、剣の鍛錬を毎日したりするようになったの」

　クライブはアバディン家に来てはじめの頃、彼は怒りをぶつけるように世話係のカームと剣を交えていた。南の暖かい気候が彼を変えたのだろうか。

「暖かかったから？」

「そうね。あなたのおかげよ」

　メアリーの笑顔も十分陽だまりのように温かく優しい。母と離れて寂しいと思うこともあったが、自分の本当の娘のように慈愛に満ちた目で見つめられると胸が熱くなった。
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「クライブ殿下がどこに行っているかわかりましたよ」

　ある日、ゾフィが手柄を取ったと言わんばかりに目を輝かせながら部屋に入ってきた。

「えっ、どこ？」

「東の塔にある礼拝堂です。他の侍女がここ最近何度も見かけているとか。ただ、何をなされているかまでは知らないそうですが」

　礼拝堂には月に一度、王族が国の繁栄と安寧を祈るために訪れる。エレノアも結婚後に行ったことがある場所だ。大きな石から切り出したような立派な像や、芸術的な建築仕様でステンドグラスも神々しい。王都の大聖堂ほどではないが、普段は王族しか入れないという特別な場所ということでエレノアはそこに行く日をいつも楽しみにしていた。

（そこに、一人で……？）

「静かに考え事をなさりたい時に行くことは今までもあったようですよ」

　黙り込んだエレノアをフォローするようにゾフィは笑顔で付け足した。

　王族しか入れないということは、普段はめったに人が来ない場所だ。そこで何があろうと誰も知ることはない。

　――何があろうと。

　エレノアの顔が不安に染まっていく。どこに行っていたのか尋ねた時に彼は人と話し込んでいると答えていなかっただろうか。

（人って……相手は誰なの!?）

　あらぬ妄想が頭の中に洪水のように広がっていく。相手は侍女？　それともどこかの令嬢？

　先日のアンヌの言葉がよみがえる。

　――きっかけなんて、ささいなもの。

　そういえば、最近やけに素っ気なくないだろうか。夜だって、先に眠ってしまうことの方が多い。それから首を大きく横に振る。

「クライブに限ってそんなことない！　私、確かめてくるわ！」

「妃殿下っ」

「大丈夫、何もないんだから」

　青ざめるゾフィに笑ってみせながらエレノアは東の塔に急いだ。騒ぎになるのは困るので、あくまで散歩を装い、微笑みながら近衛兵に挨拶する。

　塔の中には兵はいない。しんと静まり返っている。もしかしたらクライブはもういないのかもしれないと思ったが、礼拝堂からは燭台の明かりが漏れていた。

　自然と足音を忍ばせ、気配を消すように慎重になっていた。途中で靴を脱いで、手に持つ。

（私ってば、何をしてるんだろ）

　こそこそしなくても、堂々としていればいいじゃない、と心の中で叱咤する。だが直接いけない場面に遭遇してしまったらどんな声をかけていいのかわからないと弱気な自分が訴えてくる。

　勇気を出して覗き込んだ礼拝堂は、がらんとしていてクライブの姿も他の人間の姿もなかったので、少しホッとする。だが、燭台に火を点けた人物がまだいるということだ。

　ゆっくりと気の遠くなるような時間をかけてエレノアは奥へと進んだ。

　そこで、細い光が床に射しているのを見つけ、どくんと心臓が強く脈打つ。

　――懺悔室に誰かいる。

　冷や汗が背中を伝った。

　一歩、また一歩と近づき、ぼそぼそと呟く声が聞こえてきた。それはまぎれもなくクライブの声だった。

「――これ以上……限界……。エレノアに……嘘……耐えられない」

　懺悔室まではまだ距離がある。断片的にしか聞こえないのが辛い。エレノアは眩暈がしそうになるのを堪えて、必死に耳を傾けた。

「エレノアに子ども……できる前に……」

　うっかり真後ろに卒倒しそうになってしまった。

（ここにいたら、心臓が止まっちゃいそう）

　ぐらぐらと眩暈と吐き気を覚えながら、エレノアは必死の思いで気配を消しながら礼拝堂をあとにした。

　途中で会った侍女が真っ青なエレノアを見つけて、慌てて部屋まで連れていった。待っていた侍女までが蒼白な顔になって彼女の肩を支えてくれる。

「妃殿下……」

「大丈夫よ。私は大丈夫……」

　うわごとのように繰り返しながらエレノアはベッドに横たわった。














第五章









　緑の葉が赤や黄色に変わり、秋の深まりが進んでいた。

　抜け殻のようにぼんやりと過ごすエレノアをクライブは心配してくれたが、その原因があなただとは告げにくく、エレノアは単にホームシックになっただけだと説明した。

　夫婦の営みも礼拝堂での一件以来、どうも気持ちの整理がつかなくて断り続けている。

（このままじゃいけないわ）

　そう思ってアンヌに相談の手紙を出してみたが、返事が来ない。

（友達になれたと思ったのに……）

　日に日に、ため息の数が増えていく。

　――確かめなくちゃ。

　――でも、こわい。

　その繰り返しだった。気温が下がってきたせいもあるのか、クライブが礼拝堂に行く機会も減ったらしい。ゾフィからの報告を聞くたびにドキドキするので、それもやめてもらった。

（クライブは子どもの頃の約束を守って私と結婚してくれたんだわ。だから、本当は他に想う人がいるのかもしれない）

　浮気、の文字がちらつく。

（優しいクライブは私が傷つくのがかわいそうだと同情して結婚を申し込んだ。おバカな私はそれを真に受けて答えたものだから、引っ込みがつかなくなったのかも）

　エレノアの中でのパズルのピースが、かちりとはまってしまった。

　でも、直接本人には聞けない。

　――ふりだしに戻る。

「そうだ。本人に聞けないなら他の誰かに聞けばいいじゃない」

　クライブの側にいて、いつも話をしている人物。

　エレノアの頭の上にぴかんと光が灯った。
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　嫌な予感がすると、向こうから一人で歩いてくるエレノアの姿を見てアルシドは彼女から目をそらした。

「ああ、アルシド。ちょうど会えてよかったわ」

　無視して通り過ぎようとしたのに、彼女に腕を掴まれた。

「殿下なら鍛錬中ですが、何か？」

　迷惑そうに瞳を半分閉じて睨むと、アルシドは急ぎ足で城の中に向かおうとした。

「今日はあなたに用があるの。鍛錬で疲れていると思うんだけど、少しだけ付き合って」

　頭を下げ、両手を合わせて懇願するエレノアの姿を見て、アルシドはため息をついた。

「何ですか、その頼み方は。王太子妃の威厳のかけらも感じられませんね」

　言われた意味がわからないのかエレノアはどんぐりのような丸い目をぱちくりとさせる。良く言えば愛らしい、悪く言えば、子どもっぽい仕草だった。

「……元帥閣下の妃にはふさわしくない」

「アルシドもやっぱりそう思うの？」

　きつい言い方だったかとハッと口元を押さえたアルシドは思いもよらず、同意されかけてちょっと身を引いた。しかしながら本人の自覚があるなら話は早い。

「殿下にはもっと高貴で気品のあるご令嬢がお似合いです。あなたのような田舎くさい令嬢が妃殿下などとは理解しがたい」

　クライブがその場にいたら、首でも跳ねられそうな言葉をアルシドは止められなかった。

　敵国の捕虜となったのを救ってくれたのはヨルン三世の停戦宣言のおかげであり、領地を取り戻せたのはクライブの果敢な戦術と攻勢があったおかげだ。だから、アルシドはラザフォード王家には一生恩義を返していくつもりだった。

　優雅で高貴な血を引く子孫にも、変わらない忠誠を――と思ってきたのに、クライブが発表した婚約者は聞いたこともない南の領地を守るアバディン家の社交デビューもしたことのない田舎娘。

「アルシドは、そういう人を知ってるの？」

「具体的には存じ上げませんが……」

「そう。じゃあ、あの、クライブが礼拝堂に行ってることは知ってる？」

　言いにくそうに瞳をあちこちにさまよわせながらも、最後には真っ直ぐ見つめてくるエレノアにぎくりとする。

「い、いえ、自分は何も……」

　思わず詰まらせた言葉に、エレノアはじいっと疑いのまなざしを向けてくる。

「そろそろ時間でございますので、これで失礼します」

　急いでその場を立ち去り、後ろを振り向くと、まだエレノアはこちらを見ている。疑いのまなざしだ。

　礼拝堂に行っていることを知っているなら、直接殿下に聞けばいいのものを――と、思いつつも、それよりも、さきほどは言葉がすぎたかもしれないと考える。エレノアは伯爵家の生まれにしては気安すぎる。つい、目上であることを忘れそうになってしまうのだ。とはいえ、今後は注意しなければと気を引き締める。

　鍛錬をしている兵士たちも、エレノアが見学に来ている時は彼女につられて相好を崩す者がいることをアルシドは知っていた。

　気高い薔薇ならともかく、タンポポの綿毛のようにふわりとした印象しかない凡庸とした彼女のいったいどこがいいというのか。自分ならもっと家柄も財産も申し分のない女性を選出したものを。

　アルシドは歩きながら唇を噛んだ。しかも、あのクライブを悩ませている張本人だ。

　クライブからは絶対に誰にも話すなと言われている。軽々しく教えるわけにはいかない。
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「アルシドは何か知ってる」

　もしかして、クライブにふさわしい女性というのが、想い人なのではないだろうか。

　そう考えて思い切ってゾフィに話を振るが、首をかしげるだけ。

「妃殿下のお名前も、あの時の晩餐会でみんな知ったくらいです。陛下たちにはお話しされていたようですけども……」

　王妃なら知っているかと部屋を訪ねるが、どうにも話が世継ぎはまだできないのかという雰囲気にもっていかれ、苦笑いしながらのらりくらりかわして部屋を出てきた。

　まさか、今は子どもができるような行為すらしていないとは言えない。

　礼拝堂での盗み聞きを思い出して、エレノアはため息をつく。

（私に子どもができる前に……なんと言ったのかしら。世継ぎができてしまったら、別れる時もこじれそうだとか、そういうことなのかしら）

　こうなると、思考が悪い方向にしか働かない。

（でも、これだけ聞いてみても浮いた話はない。あとクライブと仲がよさそうなのは……アルシド？）

　アルシドは男だが、世の中には同性を好む人間もいると噂で聞いたことがある。禁断の推理を導き出して、エレノアはソファのクッションを胸に抱いて一人で悶々とした。

（それはないわよ。だって私のことをあんなにかわいいって……）

　両方いける口かもしれない。そう考えてまた一人悶絶する。

　思い切ってアルシドを追いかけ回して聞き出そうとするが、どうしても話してくれない。

「そういえば、アンヌ様からお手紙が届いておりましたよ」

　表情のすぐれないエレノアの気を紛らわそうと、わざとらしく手をポンと打ったゾフィは他の侍女に頼んで手紙を部屋に持ってきてもらった。

「ありがとう！」

　経験者なら、何かアドバイスを貰えるかと思ったのだが、手紙には残念ながら様子を見るしかないのではないかと書かれていた。

「疑い出すとキリがない……ですって。ふうん、それで……えっ！」

　便箋の二枚目に目を通したエレノアの目が丸くなる。

「どうしましたか？」

　ゾフィが首をかしげる。

「アンヌが……赤ちゃんができたって。わあ、それで体調が悪くてゆっくり手紙が書けなかったみたい。ああ、私ったらなんてタイミングで相談しちゃったのかしら」

　もう夫婦仲は悪いと落ち込んでいたのに、子どもができたということは、また関係がよくなったということなのだろうか。

「会ってお話したいけど、今は無理そうね」

　早速祝いの手紙を書こうと引き出しを開けて便箋を一枚取り出す。

「子どもできたら、変わるのかな……」

　アンヌへの手紙を書き終えたエレノアは、窓の外を見つめながらため息をついた。

　もしクライブが他の誰かに思いを寄せていたらと思うと、夫婦の営みもつらいだけだと避けてきたが、王家の後継者を宿したら、礼拝堂での密会をやめてくれるかもしれない。

　夕食が終わり、湯浴みを済ませたエレノアは、久しぶりに続き間を通ってクライブの部屋を訪れた。静かだ。

（もう寝たのかしら？）

　それにしては早いと思いながら彼の寝室を覗き込むと、そこは誰も横になった形跡がなく真っ新なシーツがピンと敷いてあるだけだった。

「へ？」

　どこに行ってしまったのだろう。呆然と立ち尽くしていると、次第に笑えてきた。

「私の方から断ったんでしょ……」

　クライブがいなくて寂しいと思うのはわがままだ。じわりと目頭が熱くなってきてごしごしと夜着のそでで涙を拭う。

　心にぽっかりと穴が開いたような気持ちで、エレノアは自分の寝室に戻った。冷えた足の指先はいつまで経っても温かくならず、朝までほとんど眠れなかった。
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　雪が降る前にクライブがロッテバルク領を訪問することが決まった。今までも何度か訪問していたそうだが、エレノアと結婚してからは初めてのことになる。

　時々こうして元帥自ら領地を赴くことで、隣国へのけん制となるのだ。エレノアにとってもこれはいいタイミングだった。

「アルシド様が入られます」

　侍女の声がして、ついでノックがあり、赤毛の青年がエレノアの部屋に入ってくる。

「どうぞ」

「ロッテバルクについて勉強をなさりたいとのことでしたね」

　訪問の前に領地のことを知って、失礼のないようにしたい、というのがアルシドを部屋に招いた表向きの理由だったが、もちろん本題は礼拝堂での密会についてだ。

「ええ。よろしくお願いするわ。ゾフィ、休憩にしていいわよ」

「かしこまりました」

　頭を下げたゾフィが退室する。そうして部屋にはアルシドとエレノアだけが残された。

「ロッテバルクはウォルテアの北端だから、寒いのよね」

　机に地図を広げ、エレノアは椅子に腰かける。アルシドはそばに立ったままうなずいた。

「そうですね。こちらよりは。慣れてしまえば大したことはないです」

　はじめは、ロッテバルクのことについてアルシドから教えてもらうことにした。山からのおろし風が冷たいが、そのかわり温泉があるのだという。地面からこんこんと湯が湧いてくるなんて、まるで魔法のようだとエレノアは感心した。

「そういう資源が豊富な所なので、グラキエスに狙われたのでしょう」

　その言葉には敵国を蔑むような色が混じっていた。

「しかし、こんな程度もわからないとは……」

「だから、こうして勉強してるんでしょ」

　紙にメモを取り終え、エレノアは羽根ペンをインク壺に戻した。

「アルシド。そういえば、この間のことだけど」

　一息ついたところで、さりげなく声をかけるとアルシドは顔をそらした。

「なんのことでしょう」

「クライブが礼拝堂に行ってる話」

「殿下に直接お伺いすればいいじゃないですか」

「聞けないから悩んでるのよ」

　唇を尖らせると、アルシドがため息をついた。

「ふわっとしてるかと思えば、そういうところは神経質なんですね」

「どういう意味？」

　目をぱちくりさせて見上げると、彼は慌てて首を横に振った。

「いえ、独り言です」

「クライブが他の人を好きだと言うなら、私は身を引く覚悟もしてるの。それがたとえ、アルシドでもね」

「え？」

　今まで無表情だったアルシドがそれを聞いて初めて面食らった顔を見せた。

「礼拝堂で会っているのはアルシドなんでしょう？　公にできない関係なんて辛いわよね。私に冷たく当たるのもわかる気がするわ」

　ふふっとエレノアが敗北感を漂わせながら自虐的に笑うと、呆然としていたアルシドがハッと我に返ったように首を横に振る。

「妃殿下、そのような事実は一切ございません！　前にも申し上げましたが、厳しくするのは、田舎でのんびり好きなことだけをして過ごしてきた政治にも疎いあなたが、殿下の妃にふさわしくないと思っているからですよ」

　アルシドは眉を吊り上げ、吐き捨てるように言った。その毅然とした態度には、とても嘘をついているようには思えない。

「そう……だったんだ。じゃあ、クライブは礼拝堂で誰と会ってるの？　教えて」

　両手を顔の間で合わせて首をかしげ、お願いのポーズをするとアルシドは咳払いして背を向けた。こちらに関しては、とことんだんまりを決め込むつもりらしい。

「どこ行くのっ？」

「ロッテバルクについての勉強がお済みのようですので、私はこれで失礼いたします」

「ねえ、待って。お願い！」

　椅子から立ち上がったエレノアは靴の踵が変な方に曲がって、転びそうになった。勢い余ってアルシドの体にしがみつき、派手に転ぶという難を逃れた。

「待って、お願い。あなたしかいないの！」

　話すまで逃がすまいと、ぎゅうっと腕に力を込めると、アルシドが全力でそれを剥がしにくる。

「アルシドのいじわるっ」

　ただでさえ、女の力では男に敵わないというのに、毎日クライブと鍛錬してるためか、その力がすさまじい。

「そうではなくて――」

　アルシドは慌てた様子で体をひねった。そのおかげで、エレノアの視界が開けて、二人きりだと思っていた部屋にもう一人いることを知った。

「クライブ……！」

　目の錯覚ではない。ドアの前に憤然と立ちはだかっているクライブのなめらかな絹糸のような黒髪の間から、アメジストの双眸が冷ややかにこちらを見つめていた。

「そういうことだったのか」

　聞いたこともない暗く低い声にエレノアは心臓を痛いほど掴まれたような気分になる。

「殿下……」

「アルシド。この俺を、果ては王家を欺き、裏切った罪がどんなに重いか知っているだろうな？」

「殿下、ご、誤解です！」

「二人で俺をだましていたってわけか」

　クライブのため息が重い。

「人払いしたはずなんだけど」

　意外そうにエレノアがぽつりと漏らす。今までクライブの方からこちらの部屋に来たことはなかったのだ。

「人払いしなければならないほどの用事でもあったのか？」

「それは……」

　クライブの視線がアルシドに向く。

「最近お前たちがよく話しているのを俺が知らないとでも思ったか」

　それを聞いて、やっとエレノアはクライブが誤解をしてるのだと気づいた。

「もしかして、クライブ、勘違いしてない？」

　これは、いわゆる『嫉妬』だろうか。

（好きじゃなかったら、嫉妬なんてしないわよね）

　夫婦仲に希望を見出したエレノアの表情が明るくなるのと正反対にアルシドの顔色がどんどん悪くなっていく。

「殿下――」

「出ていけ、アルシド。ここはお前が立ち入ることは許されない場所だ」

「は……か、かしこまりました」

「謹慎だ。明日には国外追放の通達がいくだろう」

「えっ!?」

　ぎょっとしたのはエレノアだった。そこまですることはないだろう、というか、完全に誤解なのに。

「さっさと出ていけ！」

「は、はい！」

　アルシドが逃げるように部屋を飛び出していく。

「クライブ。ねえ、待って、アルシドは何も悪くないの。私が呼んだの」

「最近よく話しているのを見かけていたが、ここまでとはな」

「だから、勘違いだってば。今だってロッテバルクのことを教えてもらってたの」

　本当のことを言っているのに、言えば言うほどクライブの背後に立ち上る炎の勢いが増していくような気がした。

（これは、怒りが収まるまで何を言ってもだめね……）

　つかつかと歩み寄ってきたクライブに気おされて、壁際まで追い詰められる。

「エレノア。俺よりもあいつを選んだのか？」

「どうしたら、そうなるの？　アルシドとは何もないわ」

　背の高いクライブに迫られると威圧感がある。本当に何もないのにここまで疑われるのか。エレノアは戸惑う。

「本当に何もなかったのか、確かめさせろ」

　力いっぱいドレスの胸元を引き下げられ、中に収められていた柔肌をむき出しにされる。弾むように白日に晒された双乳は雪のように透き通り、淡い桃色の頂は緊張で身を縮めた。

「やだっ、こんなところで――」

　窓の外には中庭で鍛錬をしている兵士たちの姿も見える。こんなところを見られたら恥ずかしいでは済まない。

　柔肌を鷲掴みにされ、頂を摘まみ上げられる。

「ふぅ……んっ」

　びくんと体が震える。

　仰け反った白い首筋にクライブの舌が這う。強く吸いつかれ、耳朶を噛まれた。痛みよりも官能の方が優ってエレノアは桃色に彩られた唇をわなわなと震わせた。

　柔肌をもみ込む力も乱暴で、揺れるたびにクライブの服に擦れ、甘美な痺れが体の奥に溜まっていく。

「あぁ……っ」

　後ろ向きにされ、背中から回された両手で双乳を蹂躙される。

「ひぁっ……あっ、ふぁ……っ」

　頂を同時に指で掻かれ、様々な方向にも摘ままれる。

「相変わらず感じやすいな、お前は」

　ドレスの上から秘所を探られ、どうしたらわかるのか、大きく膨らんだ花芽の部分を指で探り当てられる。

「んんっ……だめぇ……」

　蜜壺に熱が集まって疼きが止まらなくなった。

「どうした、腰が動いてるぞ」

　クライブに言われてはじめて自分で体を揺らしていることに気づいた。昼間からこんなことをするなんてはしたないと思う反面、しばらく感じることのできなかったクライブの指戯が懐かしく愛おしくてたまらない。

　何があっても、やはりクライブのことが好きなのだと痛感させられる。

「いやらしいな、エレノア」

　うなじに吸いつき、耳元で囁かれると、ぞくぞくと官能ゲージは上がる一方だ。

「は……あぁ……」

「そんなお前を満足させられるのは俺しかいないんだよ」

　じゅうっと耳朶を吸い上げられ、エレノアは喜悦の声を上げた。

「ほしいのか？」

　きゅっと丸くなった双丘を撫でながら、その手が秘所をなぞる。また、腰がくねった。

「クライブぅ……ほしい……」

「どこにほしいんだ？」

「そこ……今、触ってるとこ」

「じゃあ、ドレスの裾を上げて俺に見せてみろ」

　クライブの手が離れた。

「えっ」

　どきりとして肩越しに振り返ると、クライブがトラウザーズを下ろしている。屹立している強靭な雄の肉体の一部に、思わず喉が鳴った。

「こ、ここで？」

　声がかすれた。クライブが何も言わないところを見ると寝室のベッドに行くわけではないらしい。

　自分から秘所を晒すなんて恥ずかしい。しかしクライブはそれが目的なのだろう。冷ややかに笑ったまま、エレノアの行動を待っている。

　ゆっくりとドレスの裾を捲り上げ、双丘を彼に向ける。

「これで、いいの？」

「ドロワーズを下ろせ」

　淡々と指示され、おぼつかない手で下着を太腿の半分くらいまで下げ、再びドレスの裾を捲ると、形のいい双丘がクライブの目の前に差し出された。

「お前がほしいのはこれか？」

　腰を掴まれ、猛った雄を秘所に擦りつけられる。

「あぅ……っ」

　蜜で濡れそぼった秘花が柔らかく何度も左右に開かれた。蜜口に触れるたびに体の奥が疼いてしとどに濡れていく。

「もっと脚を開け」

　言われて、わずかに脚をずらすと、秘花が大きく咲き乱れた。クライブの逞しい体が蜜口を押し開き突き進んだのだ。

「ひっ……ふぁっ……あああぁっ」

　クライブは一気に最奥を貫いてきた。背中が弓なりに仰け反り、壁についた指先に思わず力が入る。

「ほしかったんだろ？　遠慮しなくていいぞ」

　ずんと、再び深い所を抉られ、エレノアは切なく啼いた。

「やっ……もっと……ゆっくり……ぃっ」

　喘ぎながら叫ぶがクライブの律動は止まらない。

「お腹……破れちゃうぅ……」

　体勢のせいなのか、今まで抱き合ってしてきた場所とは違うところに衝撃を感じる。本当にお腹の奥の方から中の方まで届いてしまいそうだ。

（なんか、前よりも大きいよぉ……！）

　エレノアの蜜洞は限界を超えて、ひりひりとした焼けるような痛みを感じていた。しかし、クライブに激しく楔を打たれると、そんなことはどうでもよくなってしまう。

　目の前にちかちかと星が飛び始めて、開いた口からは甘い嬌声しか出てこない。

「あっあっ……クライブっ！　好きっ、大好き！」

　押し寄せる官能の白い波に抗うように息絶え絶えに叫ぶと、エレノアは激しく愛蜜を吐き出した。がくがくと震える膝を支えるように、必死で壁に手をつく。乱暴に抽送したクライブが熱い性を放ち、そのしぶきが蜜壺を満たした。

　眩暈がして、倒れそうになったが、気を失うことはなかった。

「失神しない……。そうか、この姿勢だからか？」

　クライブが独り言のように漏らす。たしかに立っていなければと思ったから、ギリギリのところで意識を保てた。

（優しくされるのもよかったけど、やっぱりいっぱいされた方が嬉しい……）

　久しぶりの夫婦の営みに感激したエレノアは蜜洞を震わせる。中にはまだクライブの存在がある。

「クライブ……」

　振り返ろうとして、再び、腰を掴まれた。

「えっ……や、なん……あぁっ！」

「これで終わりだと思ったか？」

　目の前が揺れる衝撃に、エレノアは喘ぐ。淫らな水音がさらに増して部屋に響いた。エレノアの足元には繋がった雫がいくつも丸を描いている。

　クライブの形に広がった隘路は熱で満たされていた。蜜壺を突き上げるたびに弾力のある雄の形が歪み、エレノアを快楽の渦に引きずり込む。

　達したばかりの体は敏感で、柔肌を両手で包まれながら激しく抽送されると、もう心も体もぐずぐずに熱く蕩けてエレノアはたちまち愉悦の絶頂に飲み込まれていった。

「ああああぁぁ……っ」

　うねる蜜洞に抵抗するようにクライブの分身が震えて大きく怒張すると、一気に性を解き放った。余韻を愉しむかのようにゆっくりと抽送を続けたクライブが、自身を引き抜く。

「……ひどいありさまだな」

　クライブが笑いながら下を向く。エレノアは恐る恐る、振り向いて視線を落とした。床には二人の愛蜜がたっぷりとこぼれていて、なおもエレノアの蜜口から糸を引きながらゆっくりと垂れ落ちていた。

「いや……。誰か来る前にちゃんと綺麗にして」

　昼間から、しかも居室でこんなことをするなんて、はしたない。ゾフィなら黙って始末してくれるかもしれないが。

「せっかく人払いしたんだ。もっと味わわせろ」

　クライブの言葉にエレノアは目を丸くした。

「えっ……ちょ……っ」

　強引に腕を引かれて寝室に連れていかれたエレノアは、ドレスを脱がされ、あっという間に生まれたままの姿でクライブに組み敷かれる。器用にトラウザーズを脱ぎ捨てた彼のキスが降ってきた。

「ど、どうして……」

　柔肌の頂に吸いつかれて、身をよじりながらエレノアは訴える。

　前にアンヌが子どもがほしくて一晩に二度、三度と行為を繰り返した話を思い出す。

「クライブは……子ども、いらないんじゃ……」

「何の話だ？　子どもは……どっちでもかまわない」

　ふるふると柔肌の感触を愉しむようにすくい上げながらクライブはキスをやめない。

「だって……」

　もう限界だった。こんなに肌を合わせたら、気持ちも体もクライブから離れることなどできない。

「礼拝堂で……何してたの……っ」

　えっくと嗚咽が漏れた。不安で不安で仕方なかったのだ。

「なんで、それを――。アルシドか」

「違うわ。クライブが私のすることを見ていたみたいに、私だってクライブが何をしてるか、気になるの！　でも、盗み聞きってよくないから、クライブに、聞けなくて……」

　クライブは、ゆっくりと起き上がると、気まずそうに前髪をかき上げ、目をそらした。

「盗み聞きって……」

「クライブが私に嘘をつき続けるのが辛いとか、子どもができる前に、とか。他に好きな人がいるなら、どうして言ってくれないの！」

　溢れる涙がこめかみを伝って、シーツに音もなく染み込んでいく。

「え？　いや……ちょっと、いや、だいぶ違うんだが」

　クライブも戸惑ったように首をひねる。

「え？」

「……お前に負担をかけたくなかった」

「どういう意味？」

「お前を抱けるのが嬉しくて、加減ができなかった。初めてだっていうのに……。二回も続けて失神しただろう。おまけに大泣きされるし、翌朝は起きられないし……」

　クライブがため息をつく。

「だから、お前が失神しない程度がどれくらいなのか、見ながら抱いていた。でも、やっぱり全力でお前を抱きたい思いを抑えられなくて、つらかった。子どもができる前に何回もお前のかわいい姿を独り占めしたかったんだよ」

　ぷいとそっぽを向く横顔には元帥の威厳のかけらもない。

「耳まで、真っ赤」

　ぽつりと言うとクライブは照れ隠しなのかエレノアに覆いかぶさってきつく抱きしめてきた。

「不安にさせて悪かった」

「私こそ……。アルシドとは本当に何もないからね」

「わかった。でも、今は俺の名前だけ呼んでほしい」

　ちゅっと頬にキスされた。

「クライブ。大好き」

「俺も」

　柔らかな唇が押しつぶされ、擦り合わせるように体温を重ねた後、口腔内に入ってきたクライブの舌先にじっくりと舐められる。口いっぱいに舌が這い、すぐに唾液でいっぱいになる。

「起き上がろうか」

　甘い口づけにとろんと酔いしれると、クライブが囁いてきた。体を支えられて、上体を起こすとクライブの太腿の上に乗せられる。少し萎えておとなしくなったはずの分身が下腹部に当たって恥ずかしかった。

「横になってるから失神するんだろ。起きてれば大丈夫なはず」

　そう言って、柔肌をもみ込むと、唇を重ねてきた。さきほどしたばかりなのに、クライブとくっついていると、くすぶっていた熱が再び燃え上がってくるから不思議だ。物足りないと思っていたのは、あの激しさだ。

「激しくして……」

　口づけの合間にかすれた声を上げると、クライブの分身が応えたような気がした。

「だったら、エレノアが中に導いて」

　唇を舐められ、どきりとする。それから目線を下げ、淡い茂みに押しつけられた充血した雄にくぎ付けになった。ほしくてたまらない。

「クライブも気持ちよくなる？」

「ああ。お前と一緒に」

　端然と微笑むクライブにキスしてから、エレノアはクライブの雄を手にすると、腰を浮かせてゆっくりと秘所に当てた。

「んぅ……っ」

　体を沈めるだけで、ずぷずぷとクライブが中に入ってくる。ぞくりと肌が粟立った。

「あ……はぁ……」

「いい顔。動かしてみて」

　恥ずかしかったものの、腰をゆっくりと揺らし出すと、蜜洞と雄棒が擦れて得も言われぬ快感を生み出す。

「あっ……あ……ふぁ……」

「かわいいな。自分で動かして気持ちいいのか？」

　みっしりとした質量に満たされ、どこに動かしても甘美な痺れが腰を取り巻く。溢れた愛蜜が淡い茂みを濡らして、艶やかに光っていた。

「もっと気持ちよくしてやる」

　クライブが腰を躍らせてエレノアの体を跳ね上げる。ずんと甘く重い衝撃に突き上げられ、彼女は背中を仰け反らせた。

「あぁっ！」

　律動はやまない。エレノアの豊かな双乳が大きく上下に弾んで、クライブの上着に当たる。

「あっあっ……やぁ……っ」

　頂が彼の服に擦れて絶妙に気持ちがいい。先ほどまでクライブに吸われていたので、少しひりひりするが、それがまた頂を敏感にしていた。

「奥まで届いているか？」

　激しく揺さぶられながら、腰をしっかりと抱かれているのでクライブともみっちりと繋がったままだ。

「届いてるっ……すごく、当たって……っ」

　答えながらもエレノアは衝撃を受けるたびに喜悦の声を上げた。

「気持ちいいぃ……っ、クライブっ」

　彼の首にしがみついて、エレノアは喘ぐ。また知らない間に涙が溢れてきて、視界はぐしゃぐしゃになった。

（ああ、クライブが大好き。こんなに愛されて嬉しい。だから、これは――うれし涙）

　快楽の絶頂はすぐそこまで来ていた。しかしクライブはそこで抽送をやめ、上着を脱ぎ出した。シャツも脱ぎ捨て、鍛え上げられた筋肉がむき出しになる。

「全身でエレノアを感じたい」

　再び抽送を開始したクライブにエレノアの蜜洞が激しくうねり出した。達しかけていたので、すぐに愉悦の域に到達する。

「エレノア！」

　クライブの声が引き金になって、彼女は蕩けるような白い波にさらわれた。

「ふぁっ……ああああぁ……ん！」

　力いっぱいクライブを抱きしめると、彼もまた熱いしぶきを放ってエレノアの体を抱きしめてきた。

「ずっと、そばにいてくれ」

　アメジストの瞳は日の光が当たってきらりと輝いた。陽光を浴びた蜂蜜色の髪の毛を撫でられ、エレノアもうなずく。

「私だって、クライブに負けないくらい、好き。だからもう隠し事はしないでね」

「ふふ、わかってる」

　重ねた口づけが熱を帯びるのに、時間はかからなかった。
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　森の中にそびえる白亜の城がロッテバルク侯爵のものだった。そこで挨拶を終えたクライブとエレノアは、離宮へと案内される。二人の前を歩くのは、めでたく誤解のとけたアルシドだ。

「戦争があったんなんて思えないほど、綺麗ね」

　絨毯の敷かれた廊下を歩きながらエレノアはピンク色のドレスの裾を揺らした。黄金色の巻き毛は編んで一つにまとめている。ここまで移動が多いため邪魔にならないようにとの配慮だった。

　クライブの方は漆黒の上下に、金糸の肩章がついた軍服。ボタンも金で、光が当たるたびにまばゆく輝く。服と揃いの軍帽をかぶり、鋭く前を見つめる様子は相変わらずだ。

（カッコいいなあ。惚れ惚れしちゃう）

　エレノアはうっとりと眺めていたが、彼の内実はアルシドに対する警戒だった。誤解だったとしても、年の同じ二人はいつ意気投合するかわからない、と。

　余裕なさすぎだな、俺は――と、クライブがため息をついた頃、アルシドはピリピリとした空気を感じ取っていた。

　どうやらクライブはまだアルシドを疑っている様子で、いつになったら挽回できるだろうか――と、がっかりと肩を落としそうになるのをこらえて、離宮の扉の前で立ち止まった。

「長旅お疲れ様でした。ロッテバルク城の離宮でごゆっくり疲れを癒やしていただければと思います。必要な時に使いの者がまいりますので、私はこれで失礼いたします」

「ご苦労。どうせならお前もロッテバルクに残してもいいんだがな」

　氷のようなまなざしにアルシドはひきつり笑いを浮かべながら「それだけは……」と言って下がっていった。

「どうして、あんなこと言うの？　アルシドはあなたの側近でしょう？」

　きょとんとしたエレノアの無邪気な顔にクライブは表情を曇らせた。

「お前に言ってもわからないよ、おちび」

　ぽんぽんと頭を撫でられ、エレノアは目をぱちくりさせた後、頬を風船のように膨らませた。

「おちびじゃないもん！」

「はいはい」

　適当な返事をしたクライブが離宮の扉を開く。

　荘厳な宮殿は、静まり返っていて空気も冷ややかだ。

「今日から三泊四日。ここに滞在する。その間はもちろん貴族の謁見だってないし、剣の鍛錬もしない。食事だけ用意してもらって、あとは二人きり、というわけだ」

「食事だけ？　湯浴みは？　着替えは？」

　首をかしげながら尋ねると、クライブに手を引かれた。

「こっち」

　連れていかれた先は、中庭を通って、さらに奥の薔薇の垣根の陰だった。

「ええっ」

　大理石がくりぬかれた広い湯船に、透明な湯がたっぷりと張られている。同じく大理石でできた天使の水瓶の辺りから湯が溢れてきている。

「これが……温泉？」

「そう。いちいち湯を汲んでくる必要がない。つまり、いつでも、好きな時に好きなだけ」

　クライブの説明を聞きながら、しゃがんで、恐る恐る湯に手を入れてみる。

「あったかい……」

「滋養の効果もあるそうだ。入ってみるか？」

　垣根や塀で囲まれているので、外部から覗かれる心配はないだろう。空もオレンジがかった夕焼けに覆われ、そのうち見えなくなる。

「でも、恥ずかしくない？」

「恥ずかしくない」

　復唱されて、後ろから羽交い絞めにされ、エレノアは短い悲鳴を上げた。そのまま芝生の上をクライブと寝転がる。

「昔は、夜になるのがこわかった」

　見上げた空のオレンジ色が濃くなって、クライブの顔に影が落ちた。温泉の周囲には燭台が並べてあるので、ここが真っ暗になることはないだろう。

「どうして？」

「父上が怪我を負った知らせを受けて王都へ帰る時の不安が、戦争が終わってもずっと胸に残ってた。悪い報せは夜に来るものだって」

「クライブ……」

「でも、お前にまた会えて、夜を一人で過ごすことがなくなって、こわくなくなった」

　横向きに向かい合わせに見つめ合うと、クライブに頭を撫でられた。

「ずっと、一緒よ」

　そう言って微笑むと、クライブに肩を引き寄せられた。

　――優しい私だけの王子様のキス。

　どんなことがあっても、クライブを信じよう。頬を撫でる彼の手を握ってエレノアは幸せをかみしめた。
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